
(57)【要約】

【課題】マクロブロック単位での量子化に当たり、量子

化コードテーブルを参照してマクロブロックより細かい

ブロックの単位で量子化する動画像符号化方法を提供す

る。

【解決手段】各符号化モードに従って予測信号と符号化

モード情報とを生成し、マクロブロック毎に対応する量

子化コードテーブルを選択し、符号化モード毎に予測誤

差信号を生成し、直交変換し、量子化コードテーブルを

用いて、量子化パラメータをマクロブロック内の小画素

ブロック毎に切り替えて直交変換予測誤差信号を量子化

して量子化変換係数を生成し、符号化し、符号化歪みと

符号量を計測して符号化コストを計算し、符号化コスト

に基づいて、符号化モードの中から１つの符号化モード

を選択し、量子化コードテーブルの中から１つの量子化

コードテーブルを選択し、選択量子化コードテーブルを

示すインデックスの情報を符号化フレーム毎又は符号化

フレーム内の領域毎に符号化する。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 力 画 像 信 号 を 分 割 し て 生 成 さ れ る マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 選 択 さ れ た 符 号 化 モ ー ド に よ っ
て 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク を 符 号 化 す る 動 画 像 符 号 化 方 法 に お い て 、
　 マ ク ロ ブ ロ ッ ク に 対 応 す る 入 力 画 像 信 号 に 基 づ い て 複 数 の 符 号 化 モ ー ド の 各 々 に 従 っ て
予 測 信 号 と 符 号 化 モ ー ド 情 報 と を 生 成 す る 予 測 信 号 生 成 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 対 応 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 符 号 化 モ ー ド 毎 に 前 記 入 力 画 像 信 号 と 前 記 予 測 信 号 と に 基 づ い て 予 測 誤 差 信 号 を 生
成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 予 測 誤 差 信 号 を 直 交 変 換 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 対 応 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 用 い て 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク
内 の 複 数 の 小 画 素 ブ ロ ッ ク 毎 に 切 り 替 え て 前 記 直 交 変 換 予 測 誤 差 信 号 を 量 子 化 し 、 量 子 化
変 換 係 数 を 生 成 す る 変 換 量 子 化 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 量 子 化 変 換 係 数 を 符 号 化 し 、 符 号 化 歪 み と 符 号 量 を 計 測 し て 符 号 化 コ ス ト を 計 算 す
る 符 号 化 コ ス ト 計 測 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 計 測 さ れ た 符 号 化 コ ス ト に 基 づ い て 、 前 記 符 号 化 モ ー ド の 中 か ら １ つ の 符 号 化 モ ー
ド を 選 択 す る 符 号 化 モ ー ド 選 択 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 計 測 さ れ た 符 号 化 コ ス ト に 基 づ い て 、 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル の 中 か ら １ つ の 量
子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 選 択 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 選 択 ス テ ッ プ と 、
　 選 択 さ れ た 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 示 す イ ン デ ッ ク ス の 情 報 を 、 符 号 化 フ レ ー ム 毎
又 は 符 号 化 フ レ ー ム 内 の 領 域 毎 に 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 動 画 像 符 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 対 応 す る 量 子 化 マ ト リ ク ス を 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 対 応 す る 量 子 化 マ ト リ ク ス を 用 い て 前 記 直 交 変 換 予 測 誤 差 信 号 を 量 子 化 し 、 量 子 化
さ れ た 変 換 係 数 を 生 成 す る 変 換 量 子 化 ス テ ッ プ と 、
　 こ の 変 換 係 数 を 用 い て 計 算 さ れ た 符 号 化 コ ス ト に 基 づ い て 、 前 記 量 子 化 マ ト リ ク ス の 中
か ら １ つ の 量 子 化 マ ト リ ク ス を 選 択 す る 量 子 化 マ ト リ ク ス 選 択 ス テ ッ プ と を 具 備 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 動 画 像 符 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 フ レ ー ム 内 符 号 化 お よ び フ レ ー ム 間 符 号 化 に お い て 、 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 用 い
た 量 子 化 ・ 逆 量 子 化 を 行 う か 、 行 わ な い か を 切 り 替 え る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 動 画 像 符 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 、 当 該 マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 量 子 化 パ ラ メ ー タ の 値 が 大 き い か
、 或 い は 小 さ い か に 応 じ て 切 り 替 え る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２
記 載 の 動 画 像 符 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 受 信 さ れ た 符 号 化 モ ー ド に よ っ て 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク を 復 号 化 す る
動 画 像 復 号 化 方 法 に お い て 、
　 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル の イ ン デ ッ ク ス を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 イ ン デ ッ ク ス に 対 応 す る 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル に 応 じ て 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ を
前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 複 数 の 小 画 素 ブ ロ ッ ク 毎 に 切 り 替 え て 逆 量 子 化 を 行 う ス テ ッ プ と
、
　 符 号 化 フ レ ー ム 毎 又 は 符 号 化 フ レ ー ム 内 の 領 域 毎 に 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 切 り 替
え る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 動 画 像 復 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 量 子 化 マ ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク ス を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 受 信
し た 前 記 量 子 化 マ ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク ス テ ー ブ ル か ら 、 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク で 使 用 す る
量 子 化 マ ト リ ク ス を 呼 び 出 し て 逆 量 子 化 を 行 う ス テ ッ プ と 、 符 号 化 フ レ ー ム 毎 又 は 符 号 化
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フ レ ー ム 内 の 領 域 毎 に 前 記 量 子 化 マ ト リ ク ス の テ ー ブ ル を 切 り 替 え る ス テ ッ プ と を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 動 画 像 復 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル も し く は 量 子 化 マ ト リ ク ス の テ ー ブ ル を 示 す イ ン デ ッ ク ス を
、 フ レ ー ム 内 符 号 化 お よ び フ レ ー ム 間 符 号 化 の 符 号 化 処 理 毎 に 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 前 記
量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル も し く は 前 記 量 子 化 マ ト リ ク ス の テ ー ブ ル を 用 い た 逆 量 子 化 を 行 う
か 、 行 わ な い か を 切 り 替 え て 復 号 化 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 又
は ６ 記 載 の 動 画 像 符 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル も し く は 量 子 化 マ ト リ ク ス の テ ー ブ ル を 示 す イ ン デ ッ ク ス の
情 報 を 、 符 号 化 フ レ ー ム 毎 又 は 符 号 化 フ レ ー ム 内 の 領 域 毎 に 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 受
信 し た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル も し く は 量 子 化 マ ト リ ク ス の テ ー ブ ル に 応 じ て 、 前 記 量 子 化
コ ー ド テ ー ブ ル も し く は 量 子 化 マ ト リ ク ス を 復 号 化 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の 動 画 像 復 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル も し く は 前 記 量 子 化 マ ト リ ク ス の テ ー ブ ル を 、 当 該 マ ク ロ ブ
ロ ッ ク の 量 子 化 パ ラ メ ー タ の 値 が 大 き い か 、 或 い は 小 さ い か に 応 じ て 切 り 替 え る ス テ ッ プ
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の 動 画 像 復 号 化 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 入 力 画 像 信 号 を 分 割 し て 得 ら れ る マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 選 択 さ れ た 符 号 化 モ ー ド に よ っ て
前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク を 符 号 化 す る 動 画 像 符 号 化 装 置 に お い て 、
　 マ ク ロ ブ ロ ッ ク に 対 応 す る 入 力 画 像 信 号 に 基 づ い て 複 数 の 符 号 化 モ ー ド の 各 々 に 従 っ て
予 測 信 号 と 符 号 化 モ ー ド 情 報 と を 生 成 す る 予 測 信 号 生 成 手 段 と 、
　 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 対 応 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、
　 前 記 符 号 化 モ ー ド 毎 に 前 記 入 力 画 像 信 号 と 前 記 予 測 信 号 と に 基 づ い て 予 測 誤 差 信 号 を 生
成 す る 誤 差 信 号 生 成 手 段 と 、
　 前 記 予 測 誤 差 信 号 を 直 交 変 換 す る 直 交 変 換 手 段 と 、
　 前 記 対 応 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 用 い て 、 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 量 子 化 パ ラ メ ー タ
を 当 該 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 複 数 の 小 画 素 ブ ロ ッ ク 毎 に 切 り 替 え て 前 記 直 交 変 換 予 測 誤 差 信
号 を 量 子 化 し 、 量 子 化 変 換 係 数 を 生 成 す る 変 換 量 子 化 手 段 と 、
　 前 記 量 子 化 変 換 係 数 を 符 号 化 し 、 符 号 化 歪 み と 符 号 量 を 計 測 し て 符 号 化 コ ス ト を 計 算 す
る 符 号 化 コ ス ト 計 測 手 段 と 、
　 前 記 計 測 さ れ た 符 号 化 コ ス ト に 基 づ い て 、 前 記 符 号 化 モ ー ド の 中 か ら １ つ の 符 号 化 モ ー
ド を 選 択 す る 符 号 化 モ ー ド 選 択 手 段 と 、
　 前 記 計 測 さ れ た 符 号 化 コ ス ト に 基 づ い て 、 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル の 中 か ら １ つ の 量
子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 選 択 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 選 択 手 段 と 、
　 選 択 さ れ た 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 示 す イ ン デ ッ ク ス の 情 報 を 、 符 号 化 フ レ ー ム 毎
又 は 符 号 化 フ レ ー ム 内 の 領 域 毎 に 符 号 化 す る 符 号 化 手 段 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 動 画 像 符 号 化 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 受 信 さ れ た 符 号 化 モ ー ド に よ っ て 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク を 復 号 化 す る
動 画 像 復 号 化 装 置 に お い て 、
　 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル の イ ン デ ッ ク ス を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、
　 前 記 イ ン デ ッ ク ス に 対 応 す る 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル に 応 じ て 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ を
前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 複 数 の 小 画 素 ブ ロ ッ ク 毎 に 切 り 替 え て 逆 量 子 化 を 行 う 逆 量 子 化 手
段 と 、
　 符 号 化 フ レ ー ム 毎 又 は 符 号 化 フ レ ー ム 内 の 領 域 毎 に 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 切 り 替
え る 切 替 手 段 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 動 画 像 復 号 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 動 画 像 ま た は 静 止 画 像 の た め の 画 像 符 号 化 ／ 復 号 化 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 従 来 よ り も 大 幅 に 符 号 化 効 率 を 向 上 さ せ た 動 画 像 符 号 化 方 法 が 、 Ｉ Ｔ Ｕ － Ｔ と Ｉ
Ｓ Ｏ ／ Ｉ Ｅ Ｃ と の 共 同 で 、 Ｉ Ｔ Ｕ － Ｔ 　 Ｒ ｅ ｃ ． Ｈ ． ２ ６ ４ 及 び Ｉ Ｓ Ｏ ／ Ｉ Ｅ Ｃ 　 １ ４ ４
９ ６ － １ ０ と し て 勧 告 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ ） （ 以 下 、 「 Ｈ ． ２ ６ ４ 」 と い う ） 。 Ｉ
Ｓ Ｏ ／ Ｉ Ｅ Ｃ 　 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ － １ ， ２ ， ４ 、 Ｉ Ｔ Ｕ － Ｔ 　 Ｈ ． ２ ６ １ 、 Ｈ ． ２ ６ ３ と い っ た 従
来 の 符 号 化 方 式 は ８ × ８ ブ ロ ッ ク の 2次 元 Ｄ Ｃ Ｔ を 用 い た 圧 縮 を 用 い る の に 対 し て 、 Ｈ ．
２ ６ ４ で は ４ × ４ ブ ロ ッ ク の 2次 元 整 数 直 交 変 換 を 用 い て い る た め 、 Ｉ Ｄ Ｃ Ｔ ミ ス マ ッ チ
を 考 慮 す る 必 要 が 無 く 、 １ ６ ビ ッ ト レ ジ ス タ に よ る 演 算 が 可 能 な 方 式 と な っ て い る 。 ま た
、 直 交 変 換 処 理 及 び 量 子 化 処 理 が 加 算 及 び ビ ッ ト シ フ ト に よ り 実 現 す る こ と が 可 能 な 方 式
と な っ て い る 。 逆 量 子 化 処 理 及 び 逆 整 数 直 交 変 換 処 理 も 、 直 交 変 換 及 び 量 子 化 処 理 と 同 様
、 加 算 及 び ビ ッ ト シ フ ト に よ っ て 実 現 す る こ と が 可 能 な 方 式 と な っ て い る 。 さ ら に Ｈ ． ２
６ ４ で は ハ イ ビ ジ ョ ン 画 像 な ど の 高 解 像 度 画 像 に 対 し て 符 号 化 効 率 の 向 上 や 主 観 画 質 の 向
上 を 実 現 す る た め に 、 新 し い 符 号 化 ツ ー ル を 盛 り 込 ん だ プ ロ フ ァ イ ル の 策 定 が 行 わ れ つ つ
あ る 。 例 え ば 、 Ｈ ． ２ ６ ４ の Ｈ ｉ ｇ ｈ プ ロ フ ァ イ ル （ 非 特 許 文 献 ２ ） で は 、 ８ × ８ ブ ロ ッ
ク の ２ 次 元 整 数 直 交 変 換 や 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ － ２ な ど で 見 ら れ た 量 子 化 マ ト リ ク ス 技 術 （ 非 特 許
文 献 ３ ） が 導 入 さ れ る 見 込 み と な っ て お り 、 高 解 像 度 画 像 や 主 観 画 質 に 主 眼 を 置 い た プ ロ
フ ァ イ ル と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 画 像 符 号 化 に お け る 一 般 的 な 量 子 化 処 理 は 次 式 （ １ ） に 基 づ い て 行 わ れ る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ こ で Ｘ ｉ ｊ は 量 子 化 さ れ た 変 換 係 数 行 列 、 Ｑ ｓ ｔ ｅ ｐ は 量 子 化 ス テ ッ プ 、 Ｙ ｉ ｊ は 量 子
化 前 の 変 換 係 数 行 列 を 示 し て い る 。 一 方 、 一 般 的 な 逆 量 子 化 処 理 は 次 式 （ ２ ） に 基 づ い て
行 わ れ る 。
【 数 ２ 】
　
　
【 ０ ０ ０ ５ 】
Ｈ ． ２ ６ ４ で は 、 少 な い 演 算 で １ ６ ビ ッ ト で の 演 算 精 度 を 実 現 す る た め に 、 次 式 の よ う な
逆 量 子 化 を 行 う 。 例 と し て Ｈ ． ２ ６ ４  Ｈ ｉ ｇ ｈ プ ロ フ ァ イ ル の 逆 量 子 化 処 理 （ 誤 差 信 号
４ × ４ 画 素 ブ ロ ッ ク ） を 式 （ ３ ） に 示 す 。
【 数 ３ 】
　
　
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ こ で 、 レ ベ ル ス ケ ー ル Ｌ Ｓ （ ｍ ， ｉ ， ｊ ） は 、 式 （ ４ ） で 定 義 さ れ る 値 で 、 Ｑ Ｐ は 、 ０
か ら ５ １ ま で の 値 を と る 量 子 化 パ ラ メ ー タ で あ る 。
【 数 ４ 】
　
　
【 ０ ０ ０ ７ 】
Norm(m,i,j)は 数 式 （ ５ ） で 表 さ れ る ス ケ ー ル 調 整 パ ラ メ ー タ で 各 要 素 は 式 （ ６ ） で 表 さ
れ て い る 。 ま た WS(i,j)は 量 子 化 マ ト リ ク ス を 表 し 、 例 え ば 式 （ ７ ） の よ う な マ ト リ ク ス
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を 選 択 で き る 。
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ０ 】
Ｈ ． ２ ６ ４ で は 、 式 （ ３ ） の Ｑ Ｐ 値 （ 量 子 化 パ ラ メ ー タ ） は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で 同 じ 値 を
取 る よ う に 規 定 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ プ ロ フ ァ イ ル で ４ × ４ ブ ロ ッ ク と ８ × ８ ブ ロ
ッ ク の ２ 種 類 が 変 換 ブ ロ ッ ク サ イ ズ と し て 取 り う る 。 同 時 に 量 子 化 処 理 も ４ × ４ ブ ロ ッ ク
と ８ × ８ ブ ロ ッ ク の ２ 種 類 が 量 子 化 ブ ロ ッ ク サ イ ズ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 例 え ば Ｈ ． ２ ６ ４ の イ ン ト ラ 予 測 （ フ レ ー ム 内 予 測 ） は 、 ４ × ４ ブ ロ ッ ク と ８ × ８ ブ ロ
ッ ク で そ れ ぞ れ ９ モ ー ド 、 １ ６ × １ ６ ブ ロ ッ ク で ４ モ ー ド が 規 定 さ れ て お り 、 取 り う る 予
測 モ ー ド や ブ ロ ッ ク サ イ ズ に 応 じ て 生 成 さ れ る 予 測 誤 差 を 直 交 変 換 し た 変 換 係 数 の 分 布 は
、 各 ブ ロ ッ ク に よ っ て 異 な る 。 同 様 に イ ン タ ー 予 測 （ フ レ ー ム 間 予 測 ） で は 、 ７ 種 類 の 動
き 補 償 ブ ロ ッ ク サ イ ズ の 中 か ら 任 意 の ブ ロ ッ ク を 選 択 可 能 で あ り 、 複 数 の 参 照 画 像 か ら 得
ら れ る 動 き ベ ク ト ル に よ る 予 測 の 組 み 合 わ せ は 多 数 存 在 す る 。 よ っ て マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で
予 測 ブ ロ ッ ク サ イ ズ 及 び 参 照 画 像 が 異 な る た め に 、 予 測 誤 差 を 直 交 変 換 し た 変 換 係 数 の 分
布 の 傾 向 は 、 ブ ロ ッ ク 毎 に 異 な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 Ｈ ． ２ ６ ４ で は 、 シ ー ク エ ン ス 毎 、 あ る い は ピ ク チ ャ 毎 に 量 子 化 マ ト リ ク ス を 切
り 替 え る こ と が 可 能 で あ る 。 量 子 化 マ ト リ ク ス は 、 特 に 主 観 画 質 の 向 上 に 大 き く 貢 献 す る
た め 、 符 号 化 す る 画 像 に 応 じ て 最 適 な マ ト リ ク ス を 設 計 す る こ と が 重 要 で あ る 。 し か し 、
本 来 、 マ ト リ ク ス は 周 波 数 面 の 係 数 分 布 に 重 み を 加 え る も の で あ る た め 、 係 数 分 布 が 異 な
る と 画 素 領 域 毎 に 最 適 な マ ト リ ク ス は 異 な っ て く る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 ISO/IEC 14496-10:2003 Information technology -- Coding of audio-
visual objects -- Part 10: Advanced Video Coding
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Joint Video Team (JVT) of ISO/IEC MPEG & ITU－ T VCEG, 12th Meeti
ng: Redmond, WA, USA 17-23 July, 2004, “ JVT-L047d8”
【 非 特 許 文 献 ３ 】 ISO/IEC 13818-2:2000 Information technology -- Generic coding of
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 moving pictures and associated audio information: Video
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 Ｈ ． ２ ６ ４ で は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 予 測 ブ ロ ッ ク 形 状 及 び 予 測 モ
ー ド に 応 じ て 逆 量 子 化 器 を 変 更 で き な い た め 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 小 画 素 ブ ロ ッ ク で 変 換
係 数 の 細 か い 制 御 が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 Ｈ ． ２ ６ ４  Ｈ ｉ ｇ ｈ プ ロ フ ァ イ ル に 規 定 さ れ て い る 方 法 で 、 与 え ら れ た 量 子 化
マ ト リ ク ス を 用 い 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 決 定 し て 逆 量 子 化 を 行 っ た 場
合 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 予 測 ブ ロ ッ ク 形 状 及 び 予 測 の 方 法 に 応 じ て 適 応 的 に 、 変 換 係 数 を
制 御 す る こ と が 不 可 能 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 予 測 誤 差 信 号 を マ ク ロ ブ ロ ッ ク 単 位 で 量 子 化 す る に 当 た り 、 量 子 化 コ ー ド テ
ー ブ ル を 参 照 し て マ ク ロ ブ ロ ッ ク よ り 細 か い ブ ロ ッ ク の 単 位 で 量 子 化 す る 動 画 像 符 号 化 方
法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ 局 面 は 、 入 力 画 像 信 号 を 分 割 し て 生 成 さ れ る マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 選 択 さ れ
た 符 号 化 モ ー ド に よ っ て 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク を 符 号 化 す る 動 画 像 符 号 化 方 法 に お い て 、 マ
ク ロ ブ ロ ッ ク に 対 応 す る 入 力 画 像 信 号 に 基 づ い て 複 数 の 符 号 化 モ ー ド の 各 々 に 従 っ て 予 測
信 号 と 符 号 化 モ ー ド 情 報 と を 生 成 す る 予 測 信 号 生 成 ス テ ッ プ と 、 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に
対 応 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 選 択 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 符 号 化 モ ー ド 毎 に 前 記 入 力 画
像 信 号 と 前 記 予 測 信 号 と に 基 づ い て 予 測 誤 差 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 予 測 誤 差 信
号 を 直 交 変 換 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 対 応 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 用 い て 、 量 子 化 パ ラ
メ ー タ を 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 複 数 の 小 画 素 ブ ロ ッ ク 毎 に 切 り 替 え て 前 記 直 交 変 換 予 測
誤 差 信 号 を 量 子 化 し 、 量 子 化 変 換 係 数 を 生 成 す る 変 換 量 子 化 ス テ ッ プ と 、 前 記 量 子 化 変 換
係 数 を 符 号 化 し 、 符 号 化 歪 み と 符 号 量 を 計 測 し て 符 号 化 コ ス ト を 計 算 す る 符 号 化 コ ス ト 計
測 ス テ ッ プ と 、 前 記 計 測 さ れ た 符 号 化 コ ス ト に 基 づ い て 、 前 記 符 号 化 モ ー ド の 中 か ら １ つ
の 符 号 化 モ ー ド を 選 択 す る 符 号 化 モ ー ド 選 択 ス テ ッ プ と 、 前 記 計 測 さ れ た 符 号 化 コ ス ト に
基 づ い て 、 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル の 中 か ら １ つ の 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 選 択 す る 量
子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 選 択 ス テ ッ プ と 、 選 択 さ れ た 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 示 す イ ン デ
ッ ク ス の 情 報 を 、 符 号 化 フ レ ー ム 毎 又 は 符 号 化 フ レ ー ム 内 の 領 域 毎 に 符 号 化 す る ス テ ッ プ
と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 動 画 像 符 号 化 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 局 面 は 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 受 信 さ れ た 符 号 化 モ ー ド に よ っ て 前 記 マ ク ロ
ブ ロ ッ ク を 復 号 化 す る 動 画 像 復 号 化 方 法 に お い て 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 、 量 子 化 コ ー ド テ
ー ブ ル の イ ン デ ッ ク ス を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 イ ン デ ッ ク ス に 対 応 す る 前 記 量 子 化 コ
ー ド テ ー ブ ル に 応 じ て 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 複 数 の 小 画 素 ブ ロ ッ
ク 毎 に 切 り 替 え て 逆 量 子 化 を 行 う ス テ ッ プ と 、 符 号 化 フ レ ー ム 毎 又 は 符 号 化 フ レ ー ム 内 の
領 域 毎 に 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 切 り 替 え る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 動 画
像 復 号 化 方 法 動 画 像 復 号 化 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 局 面 は 、 入 力 画 像 信 号 を 分 割 し て 得 ら れ る マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 選 択 さ れ た
符 号 化 モ ー ド に よ っ て 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク を 符 号 化 す る 動 画 像 符 号 化 装 置 に お い て 、 マ ク
ロ ブ ロ ッ ク に 対 応 す る 入 力 画 像 信 号 に 基 づ い て 複 数 の 符 号 化 モ ー ド の 各 々 に 従 っ て 予 測 信
号 と 符 号 化 モ ー ド 情 報 と を 生 成 す る 予 測 信 号 生 成 手 段 と 、 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 対 応 す
る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、 前 記 符 号 化 モ ー ド 毎 に 前 記 入 力 画 像 信 号
と 前 記 予 測 信 号 と に 基 づ い て 予 測 誤 差 信 号 を 生 成 す る 誤 差 信 号 生 成 手 段 と 、 前 記 予 測 誤 差
信 号 を 直 交 変 換 す る 直 交 変 換 手 段 と 、 前 記 対 応 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 用 い て 、 前 記
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マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 当 該 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 複 数 の 小 画 素 ブ ロ ッ ク 毎 に
切 り 替 え て 前 記 直 交 変 換 予 測 誤 差 信 号 を 量 子 化 し 、 量 子 化 変 換 係 数 を 生 成 す る 変 換 量 子 化
手 段 と 、 前 記 量 子 化 変 換 係 数 を 符 号 化 し 、 符 号 化 歪 み と 符 号 量 を 計 測 し て 符 号 化 コ ス ト を
計 算 す る 符 号 化 コ ス ト 計 測 手 段 と 、 前 記 計 測 さ れ た 符 号 化 コ ス ト に 基 づ い て 、 前 記 符 号 化
モ ー ド の 中 か ら １ つ の 符 号 化 モ ー ド を 選 択 す る 符 号 化 モ ー ド 選 択 手 段 と 、 前 記 計 測 さ れ た
符 号 化 コ ス ト に 基 づ い て 、 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル の 中 か ら １ つ の 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ
ル を 選 択 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 選 択 手 段 と 、 選 択 さ れ た 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を
示 す イ ン デ ッ ク ス の 情 報 を 、 符 号 化 フ レ ー ム 毎 又 は 符 号 化 フ レ ー ム 内 の 領 域 毎 に 符 号 化 す
る 符 号 化 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 動 画 像 符 号 化 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ４ 局 面 は 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 受 信 さ れ た 符 号 化 モ ー ド に よ っ て 前 記 マ ク ロ
ブ ロ ッ ク を 復 号 化 す る 動 画 像 復 号 化 装 置 に お い て 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 、 量 子 化 コ ー ド テ
ー ブ ル の イ ン デ ッ ク ス を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 前 記 イ ン デ ッ ク ス に 対 応 す る 前 記 量 子 化 コ
ー ド テ ー ブ ル に 応 じ て 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 前 記 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 複 数 の 小 画 素 ブ ロ ッ
ク 毎 に 切 り 替 え て 逆 量 子 化 を 行 う 逆 量 子 化 手 段 と 、 符 号 化 フ レ ー ム 毎 又 は 符 号 化 フ レ ー ム
内 の 領 域 毎 に 前 記 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 切 り 替 え る 切 替 手 段 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る
動 画 像 復 号 化 装 置 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 変 更 す る た め の 量 子 化 コ ー ド
テ ー ブ ル を 用 い て 、 小 画 素 ブ ロ ッ ク ご と に 量 子 化 パ ラ メ ー タ の 値 を 調 整 し 、 さ ら に 領 域 毎
に 量 子 化 マ ト リ ク ス を 変 更 し て 量 子 化 及 び 逆 量 子 化 す る こ と で 、 従 来 の 逆 量 子 化 器 よ り も
高 い 符 号 化 効 率 を 維 持 し つ つ 、 十 分 に 視 覚 特 性 等 も 考 慮 し た 量 子 化 器 及 び 逆 量 子 化 器 が 期
待 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 符 号 化 効 率 を 向 上 さ せ つ つ 、 且 つ 十 分 に 視 覚 特 性 等 も 考 慮 し た 量 子 化
器 及 び 逆 量 子 化 器 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に 係 る 動 画 像 符 号 化 方 法 及 び 動 画 像 符 号 化 装 置 、
動 画 像 復 号 化 方 法 及 び 動 画 像 復 号 化 装 置 の 最 良 な 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 動 画 像 符 号 化 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 予 測 誤 差 信 号 を マ ク ロ ブ ロ ッ ク 単 位 で 量 子 化 す る に 当 た り
、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 参 照 し て マ ク ロ ブ ロ ッ ク よ り 細 か い ブ ロ ッ ク の 単 位 で 量 子 化 し
て 動 画 像 の 符 号 化 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に よ る と 、 動 画 像 信 号 は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 或 い は マ ク ロ ブ ロ ッ ク ペ ア 毎 に 分 割 さ れ
、 動 画 像 符 号 化 装 置 １ ０ ０ に 入 力 さ れ る 。 動 画 像 符 号 化 装 置 １ ０ ０ で は 、 予 測 信 号 生 成 部
１ ２ ０ が 行 う フ レ ー ム 内 予 測 及 び フ レ ー ム 間 予 測 モ ー ド と し て 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ や 予 測 信
号 の 生 成 方 法 の 異 な る 複 数 の 予 測 モ ー ド が 用 意 さ れ て い る 。 予 測 信 号 生 成 部 １ ２ ０ は 、 参
照 画 像 メ モ リ １ １ １ に 一 時 保 存 さ れ た 参 照 画 像 を 用 い て 、 当 該 マ ク ロ ブ ロ ッ ク で 選 択 可 能
な 全 て の モ ー ド で 予 測 画 像 の 生 成 を 行 い 、 ま た 入 力 画 像 信 号 か ら 予 測 信 号 を 差 し 引 い た 予
測 誤 差 信 号 の 生 成 を 行 う 。 指 示 さ れ た モ ー ド が 動 き 補 償 フ レ ー ム 間 予 測 の 場 合 は 、 予 測 信
号 生 成 部 １ ２ ０ は 動 き ベ ク ト ル の 検 出 と 参 照 画 像 の 選 択 も 併 せ て 行 う 。 即 ち 、 予 測 信 号 生
成 部 １ ２ ０ は 、 図 示 し な い が 参 照 画 像 メ モ リ １ １ １ の 参 照 画 像 を 用 い て 動 き ベ ク ト ル を 検
出 し 、 動 き 補 償 予 測 信 号 を 生 成 す る 動 き 補 償 予 測 回 路 と こ の 動 き 補 償 予 測 回 路 か ら 出 力 さ
れ る 予 測 信 号 を 入 力 画 像 信 号 か ら 減 算 し て 予 測 誤 差 信 号 を 生 成 す る 減 算 器 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 Ｈ ． ２ ６ ４ の フ レ ー ム 内 予 測 （ ４ × ４ 予 測 ） の よ う に マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で ロ ー
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カ ル デ コ ー ド 画 像 を 作 成 し な い と 次 の 予 測 が 行 え な い よ う な 場 合 に 関 し て は 、 後 述 す る 直
交 変 換 部 １ ０ ２ で フ レ ー ム 内 予 測 を 行 っ て も 良 い 。 予 測 信 号 生 成 は 予 測 信 号 生 成 部 １ ２ ０
と 直 交 変 換 部 １ ０ ２ の み で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 予 測 信 号 生 成 部 １ ２ ０ で 生 成 さ れ た 予 測 誤 差 信 号 は 、 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０ １ へ と 入
力 さ れ る 。 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０ １ は 、 量 子 化 器 及 び 逆 量 子 化 器 で 用 い ら れ る 量 子 化 コ
ー ド テ ー ブ ル の 中 か ら い ず れ か の テ ー ブ ル を 選 択 し 、 符 号 化 制 御 部 １ ２ １ に セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 予 測 信 号 生 成 部 １ ２ ０ で 生 成 さ れ た 予 測 誤 差 信 号 は 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０ １ を 介 し て
直 交 変 換 部 １ ０ ２ へ と 送 ら れ る 。 直 交 変 換 部 １ ０ ２ は 、 直 交 変 換 （ 例 え ば 離 散 コ サ イ ン 変
換 ） を 行 い 、 変 換 さ れ た 係 数 を 量 子 化 部 １ ０ ３ へ と 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 量 子 化 部 １ ０ ３ で は 、 符 号 化 制 御 部 １ ２ １ で 設 定 さ れ て い る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 参
照 し 、 当 該 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル に 従 っ て 当 該 変 換 係 数 を 量 子 化 す る と と も に 、 量 子 化 し
た 直 交 変 換 係 数 及 び 予 測 モ ー ド 情 報 （ 或 い は 動 き ベ ク ト ル 情 報 、 参 照 画 像 情 報 な ど ） を ス
イ ッ チ １ ０ ４ 及 び 逆 直 交 変 換 部 １ ０ ８ に 出 力 す る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 マ ク ロ ブ ロ ッ
ク 内 の 量 子 化 部 １ ０ ３ は 、 設 定 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル に 従 っ た 方 式 の 動 画 像 符 号 化
処 理 を 行 う 信 号 生 成 手 段 と し て 機 能 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 量 子 化 さ れ た 変 換 係 数 は 、 モ ー ド 情 報 、 量 子 化 係 数 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 等 の 予 測 方
法 に 関 す る 情 報 と と も に 、 可 変 長 符 号 化 部 １ １ ２ に よ り 可 変 長 符 号 化 さ れ る 。 こ れ ら の 符
号 化 デ ー タ は 多 重 化 部 １ ２ ２ に よ り 多 重 化 さ れ 、 出 力 バ ッ フ ァ １ ２ ３ を 通 し て 符 号 化 デ ー
タ と し て 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 逆 直 交 変 換 部 １ ０ ８ は 、 上 記 量 子 化 部 １ ０ ３ に よ っ て 量 子 化 さ れ た 変 換 係 数 を 、
符 号 化 制 御 部 １ ２ １ に て 設 定 さ れ て い る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル に 従 っ て 逆 量 子 化 し 、 得 ら
れ た 変 換 係 数 を 逆 直 交 変 換 部 １ ０ ９ へ と 出 力 す る 。 逆 直 交 変 換 部 １ ０ ９ は 、 復 元 し た 変 換
係 数 に 対 し て 逆 直 交 変 換 処 理 （ 例 え ば 逆 離 散 コ サ イ ン 変 換 ） を 行 い 、 予 測 誤 差 信 号 等 を 復
元 し 、 か か る 信 号 を 予 測 復 号 化 部 １ １ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 予 測 復 号 化 部 １ １ ０ は 、 予 測 信 号 生 成 部 １ ２ ０ に よ っ て 行 わ れ た 処 理 に 対 応 す る 処 理 を
行 い 、 画 像 を 復 元 し 、 参 照 画 像 メ モ リ １ １ １ に 出 力 す る 。 参 照 画 像 メ モ リ １ １ １ は 復 元 さ
れ た 画 像 を 蓄 積 す る 。 こ の よ う に 参 照 画 像 メ モ リ １ １ １ に 蓄 積 さ れ た 画 像 が 、 予 測 信 号 生
成 部 １ ２ ０ に よ る 予 測 誤 差 信 号 等 の 生 成 の 際 に 参 照 さ れ る 。 尚 、 当 該 動 画 像 符 号 化 部 で は
、 予 測 復 号 化 部 １ １ ０ で 、 予 測 画 像 の 生 成 は 行 な わ ず 、 予 測 信 号 生 成 部 １ ２ ０

で 生 成 さ れ た 予 測 信 号 を 保 持 し て お き 、 利 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス イ ッ チ １ ０ ４ は 、 量 子 化 部 １ ０ ３ か ら 供 給 さ れ た 直 交 変 換 係 数 及 び 予 測 モ ー ド 情 報 等
を 、 仮 符 号 化 及 び 符 号 量 計 測 部 １ ０ ５ あ る い は 、 可 変 長 符 号 化 部 １ １ ２ の い ず れ か に 出 力
す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 仮 符 号 化 及 び 符 号 量 計 測 部 １ ０ ５ は 、 ス イ ッ チ １ ０ ４ 経 由 で 入 力 さ れ る 直 交 変 換 係 数 等
を 示 す 信 号 に 対 し 仮 符 号 化 を 行 っ て 符 号 量 を 計 測 す る 。 仮 符 号 化 と は 、 符 号 量 を 計 測 す る
た め に 、 一 時 的 に 符 号 化 を 行 う こ と を 指 し て お り 、 仮 符 号 化 及 び 符 号 量 計 測 部 １ ０ ５ は 、
エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 デ ー タ の 出 力 は 行 わ ず 、 符 号 量 の 計 測 の み を 行 う 。 本 実 施 の 形 態 に お
け る 仮 符 号 化 及 び 符 号 量 計 測 部 １ ０ ５ で は 、 ハ フ マ ン 符 号 化 、 も し く は 算 術 符 号 化 に 基 づ
く エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 が な さ れ た 場 合 の 符 号 量 を 計 測 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 仮 符 号 化 及 び 符 号 量 計 測 部 １ ０ ５ で 計 測 さ れ た 符 号 量 は 、 符 号 化 歪 み 測 定 部 １ ０ ６ に 入
力 さ れ る 。 符 号 化 歪 み 測 定 部 １ ０ ６ で は 、 予 測 復 号 化 部 １ １ ０ か ら 得 ら れ る ロ ー カ ル デ コ

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-262004 A 2006.9.28

の 動 き 補 償
予 測 回 路



ー ド 画 像 と 入 力 画 像 信 号 と の ２ 乗 誤 差 を 計 測 し 、 こ れ を 符 号 化 歪 み （ 量 子 化 歪 み ） と し て
符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ へ と 出 力 す る 。 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ は 、 入
力 さ れ た 符 号 化 歪 み （ 量 子 化 歪 み ） と 符 号 量 か ら 符 号 化 コ ス ト を 計 測 す る 。 こ こ で 得 ら れ
た 符 号 化 コ ス ト を 指 標 と し て 当 該 マ ク ロ ブ ロ ッ ク の モ ー ド を 決 定 す る 。 よ り 具 体 的 に 説 明
す る と 本 実 施 の 形 態 で は 次 式 （ ８ ） の よ う な コ ス ト を 用 い る 。
【 数 ８ 】
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ こ で Ｄ は 符 号 化 歪 み を 表 し 、 Ｒ は 符 号 量 を 表 し て い る 。 こ の よ う に し て 得 ら れ た 符 号 化
コ ス ト に 基 づ い て 複 数 の 符 号 化 モ ー ド の 中 か ら １ つ の 符 号 化 モ ー ド を 選 択 す る 。 つ ま り 、
符 号 化 対 象 の 画 素 ブ ロ ッ ク に 対 し て 、 １ つ 以 上 の 符 号 化 モ ー ド の 各 々 で 実 際 に 予 測 符 号 化
、 発 生 符 号 量 の 計 測 及 び 符 号 化 歪 み の 計 測 を 行 わ せ 、 そ れ ぞ れ の 符 号 化 モ ー ド ご と に 得 ら
れ た 符 号 化 コ ス ト を 比 較 し 、 い ず れ か １ つ の 符 号 化 モ ー ド を 選 択 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は
、 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ は 、 最 も 符 号 化 コ ス ト の 小 さ い 符 号 化 モ ー ド を 選 択 す
る 。 即 ち 、 図 １ に お け る 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０ １ → 直 交 変 換 部 １ ０ ２ → 量 子 化 部 １ ０ ３
→ ス イ ッ チ １ ０ ４ → 仮 符 号 化 及 び 符 号 量 計 測 部 １ ０ ５ → 符 号 化 歪 み 測 定 部 １ ０ ６ → 符 号 化
モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ と い っ た 順 序 で 処 理 を 行 い 最 適 符 号 化 モ ー ド を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 符 号 化 モ ー ド が 決 定 さ れ る と 、 ス イ ッ チ １ ０ ４ の 出 力 端 は 可 変 長 符 号 化 部 １ １ ２ へ と 直
接 接 続 さ れ 、 選 択 さ れ た 符 号 化 モ ー ド 及 び 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル で 再 符 号 化 を 行 い 、 選 択
さ れ た 符 号 化 モ ー ド で 、 量 子 化 変 換 係 数 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 、 符 号 化 コ ス ト 等 の 符 号
化 情 報 を 出 力 す る 。 こ こ で 、 予 め 仮 符 号 化 時 に 最 適 な 符 号 化 モ ー ド 及 び 量 子 化 コ ー ド テ ー
ブ ル で 符 号 化 し た と き の 諸 々 の 情 報 （ 量 子 化 さ れ た 変 換 係 数 や 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ
ー ブ ル の イ ン デ ッ ク ス な ど ） を 保 持 し て お き 、 可 変 長 符 号 化 部 １ １ ２ に て 再 符 号 化 処 理 を
行 わ ず に 、 保 持 し た デ ー タ を 出 力 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 尚 、 仮 符 号 化 ル ー プ （ 図 １ に お け る 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０ １ → 直 交 変 換 部 １ ０ ２ → 量
子 化 部 １ ０ ３ → ス イ ッ チ １ ０ ４ → 仮 符 号 化 及 び 符 号 量 計 測 部 １ ０ ５ → 符 号 化 歪 み 測 定 部 １
０ ６ → 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ と い っ た 順 序 で 流 れ る 処 理 ） は 、 そ の マ ク ロ ブ ロ
ッ ク で 選 択 可 能 な 全 て の モ ー ド に 対 し て 処 理 を 行 っ た 場 合 に １ 回 の ル ー プ と な る 。 つ ま り
、 最 初 の 仮 符 号 化 ル ー プ が 終 わ っ た 瞬 間 に 、 モ ー ド 判 定 は 完 了 し て お り 、 以 後 の 仮 符 号 化
ル ー プ で 再 度 モ ー ド 判 定 を 行 う 必 要 は 無 い 。 最 初 の ル ー プ で 選 択 さ れ た 符 号 化 モ ー ド は 、
符 号 化 制 御 部 １ ２ １ に セ ッ ト さ れ 、 以 後 の ル ー プ で は 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 変 更 し て
仮 符 号 化 を 行 う と き に 符 号 化 制 御 部 １ ２ １ に 設 定 さ れ て い る 符 号 化 モ ー ド で 計 算 さ れ た 予
測 誤 差 信 号 を 利 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 最 初 の ル ー プ で は 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル に よ る 符 号 化 モ ー ド 判 定 の 影 響 を 極 力
無 く す た め に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で 量 子 化 を 変 え な い （ 従 来 の Ｈ ． ２
６ ４ の 逆 量 子 化 と 等 し い ） 方 式 で 量 子 化 及 び 逆 量 子 化 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｈ ． ２ ６ ４ の フ レ ー ム 内 予 測 で は 、 予 測 画 像 の 生 成 時 に 現 ブ ロ ッ ク の ロ ー カ ル デ コ ー ド
画 像 を 参 照 画 像 と し て 、 隣 の ブ ロ ッ ク の 予 測 画 像 を 生 成 す る 。 そ の た め 、 小 画 素 ブ ロ ッ ク
毎 に 直 交 変 換 、 量 子 化 及 び 逆 量 子 化 、 逆 直 交 変 換 を 行 う 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 仮 符 号 化 ル
ー プ で 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 決 定 す る と き （ 二 回 目 以 降 の 仮 符 号 化 ル ー プ ） 、 直 交 変 換
部 １ ０ ２ に て 、 フ レ ー ム 内 予 測 を や り 直 し て 予 測 信 号 の 再 生 成 を 行 っ て も 良 い し 、 行 わ な
く て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 符 号 化 制 御 部 １ ２ １ は 発 生 符 号 量 の フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 及 び 量 子 化 特 性 制 御 、 モ ー ド 制
御 な ど を 行 い 、 発 生 符 号 量 の 制 御 を 行 う レ ー ト 制 御 や 、 予 測 部 の 制 御 、 符 号 化 全 体 の 制 御
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を 行 う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ ら 各 部 の 機 能 は 、 コ ン ピ ュ ー タ に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム に よ っ て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 が 本 実 施 の 形 態 に か か る 動 画 像 符 号 化 装 置 １ ０ ０ の 構 成 で あ る 。 以 下 、 本 発 明 に か
か る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 動 画 像 符 号 化 方 法 に つ い て 、 動 画 像 符 号 化 装 置 １ ０ ０ が 実 施 す る
場 合 を 例 に あ げ 、 図 ２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 動 画 像 符 号 化 装 置 １ ０ ０ に 、 １ フ レ ー ム 毎 に 動 画 像 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 入 力 さ れ た 画
像 は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 、 或 い は マ ク ロ ブ ロ ッ ク ペ ア 毎 に 符 号 化 が 開 始 さ れ る (ス テ ッ プ Ｓ
２ ０ １ )。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 入 力 さ れ た 動 画 像 信 号 を 用 い て 、 予 測 信 号 生 成 部 １ ２ ０ に て 、 当 該 ブ ロ ッ ク で 選 択 可 能
な 全 て の 符 号 化 モ ー ド に お け る 予 測 画 像 信 号 生 成 及 び 予 測 誤 差 信 号 の 計 算 が 行 わ れ る （ ス
テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ ） 。 こ こ で 得 ら れ た 当 該 予 測 誤 差 信 号 を 直 交 変 換 ・ 量 子 化 す る こ と で 符 号
化 モ ー ド の 判 定 及 び 最 適 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル の 選 択 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 示 す イ ン デ ッ ク ス Q_idxを ０ に 初 期 化 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
２ ０ ３ ） 。 こ の イ ン デ ッ ク ス は 例 え ば 図 １ ０ で 表 さ れ る よ う な コ ー ド テ ー ブ ル の 番 号 を 表
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 符 号 化 モ ー ド を 示 す indexを ０ に 初 期 化 、 最 終 的 に 選 択 さ れ る ベ ス ト 符 号 化 モ
ー ド の イ ン デ ッ ク ス Best_Modeを 最 大 値 に 初 期 化 、 符 号 化 コ ス ト の 最 小 値 を 与 え る Min_Cos
tを 最 大 値 で 初 期 化 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 符 号 化 モ ー ド Ｉ （ ＝ index） 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス QC（ ＝ Q_idx） に て 仮
符 号 化 を 行 う 。 つ ま り 、 仮 符 号 化 時 に は 、 ス イ ッ チ １ ０ ４ の 出 力 端 は 仮 符 号 化 及 び 符 号 量
測 定 部 １ ０ ５ へ と 接 続 さ れ 、 図 １ で 示 さ れ る 仮 符 号 化 ル ー プ （ 図 １ に お け る 量 子 化 セ ッ ト
選 択 部 １ ０ １ → 直 交 変 換 部 １ ０ ２ → 量 子 化 部 １ ０ ３ → ス イ ッ チ １ ０ ４ → 仮 符 号 化 及 び 符 号
量 計 測 部 １ ０ ５ → 符 号 化 歪 み 測 定 部 １ ０ ６ → 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ と い っ た 順
序 で 流 れ る 処 理 ） に 従 っ て 仮 符 号 化 処 理 が 実 行 さ れ る 。 量 子 化 部 １ ０ ３ で は 、 量 子 化 コ ー
ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス QCに 示 さ れ る コ ー ド テ ー ブ ル の 値 に 従 っ て 量 子 化 或 い は 逆 量 子 化
処 理 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 量 子 化 パ ラ メ ー タ は 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス QCか ら 次 式 （ ９ ） の よ う に 求
め ら れ る 。
【 数 ９ 】
　
　
【 ０ ０ ４ ９ 】
Ｑ Ｐ b l k は 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス Ｑ Ｃ か ら 導 出 さ れ た 小 画 素 ブ ロ ッ ク 量 子 化
パ ラ メ ー タ を 表 し て お り 、 Ｑ Ｐ は マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 示 す 。 Ｑ Ｖ （ Ｑ Ｃ
， blk） は 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス Ｑ Ｃ 、 ブ ロ ッ ク ナ ン バ ー blkで 示 さ れ る 量 子
化 コ ー ド テ ー ブ ル を 示 し て い る 。 こ れ ら の 処 理 は 、 ８ × ８ ブ ロ ッ ク 単 位 で 行 っ て も 良 い し
４ × ４ ブ ロ ッ ク 単 位 で 行 っ て も 良 い 。 例 え ば 、 ８ × ８ ブ ロ ッ ク 単 位 の 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ
ル は 次 式 （ １ ０ ） の よ う に 定 義 さ れ る 。
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【 数 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 に は ４ つ の ８ × ８ ブ ロ ッ ク が 存 在 す る 。 よ っ て blkは ０ か ら ３ ま で の
値 を 取 る 。 最 初 に 仮 符 号 化 ル ー プ を 通 る と き に は 、 QC=０ と な り 従 来 の マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内
固 定 量 子 化 パ ラ メ ー タ で 仮 符 号 化 処 理 が 行 わ れ る 。
【 数 １ １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ １ 】
そ れ ぞ れ の 位 置 に 対 応 す る パ ラ メ ー タ 変 化 度 を 用 い て 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 変 更 す る 。 ８ ×
８ 画 素 単 位 で 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 変 え る 場 合 、 ４ × ４ 画 素 ブ ロ ッ ク 量 子 化 器 で は 、 図 ３ 左
側 に 示 す よ う に ４ つ の ブ ロ ッ ク で 同 じ 量 子 化 パ ラ メ ー タ で 量 子 化 が 行 わ れ る 。 一 方 、 ８ ×
８ 画 素 ブ ロ ッ ク 量 子 化 器 の 場 合 は 図 ３ 右 側 に 示 す よ う に ブ ロ ッ ク 毎 に 量 子 化 パ ラ メ ー タ を
変 更 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 般 的 に 仮 符 号 化 に 用 い ら れ る 符 号 化 コ ス ト は 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク で の 量 子 化 パ ラ メ ー タ
が 変 動 し な い こ と に 基 づ い て 定 義 さ れ て い る 。 そ の た め 、 式 （ １ ０ ） に 以 下 の 条 件 式 （ １
１ ） を 加 え る べ き で あ る 。
【 数 １ ２ 】
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ れ は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ の 変 動 は 定 性 的 に 一 定 で あ る こ と を 示 し て
お り 、 符 号 化 コ ス ト 計 算 で の コ ス ト 評 価 の た め に 必 要 な 拘 束 条 件 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 仮 符 号 化 及 び 符 号 量 測 定 部 １ ０ ５ に て 、 発 生 し た 符 号 量 の 累 積 加 算 が 行 わ れ 、 符 号 化 歪
み 測 定 部 １ ０ ６ で は 、 入 力 画 像 と ロ ー カ ル デ コ ー ド 画 像 か ら 符 号 化 歪 み の 計 算 が 行 わ れ る
（ Ｓ ２ ０ ６ ） 。 こ こ で 、 量 子 化 部 １ ０ ３ で 量 子 化 さ れ た 変 換 係 数 は 、 逆 量 子 化 器 １ ０ ８ に
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て 逆 量 子 化 さ れ 、 逆 直 交 変 換 部 １ ０ ９ に て 逆 直 交 変 換 さ れ る こ と に よ っ て 予 測 誤 差 信 号 の
復 号 が 行 わ れ 、 さ ら に 予 測 信 号 と 加 算 さ れ る こ と に よ っ て ロ ー カ ル デ コ ー ド 画 像 と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 得 ら れ た 発 生 符 号 量 と 符 号 化 歪 み か ら 式 （ ８ ） を 用 い て 符 号 化 コ ス ト の 計 算 が 行 わ れ る
（ Ｓ ２ ０ ７ ） 。 た だ し 、 例 え ば 符 号 化 歪 み を 用 い ず 、 発 生 符 号 量 そ の も の を 符 号 化 コ ス ト
と し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 モ ー ド の 判 定 に 符 号 化 歪 み が 必 要 と し な く な る た め 仮 符 号 化 ル
ー プ に 、 逆 量 子 化 ・ 逆 直 交 変 換 と い っ た 処 理 負 担 の 高 い 処 理 部 を 行 う 必 要 が な く な る 。 或
い は 、 符 号 化 歪 み に 代 わ る 入 力 画 像 の 統 計 量 （ 例 え ば 入 力 画 像 の DC値 や ア ク テ ィ ビ テ ィ （
DC値 か ら の 各 画 素 の 差 分 を 合 計 し た 値 ） ） な ど を 用 い て も 良 い 。 仮 符 号 化 で は 符 号 化 デ ー
タ の 書 き 出 し を 行 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ は 、 計 算 さ れ た 符 号 化 コ ス ト costが 、 最 小 符 号 化 コ ス
ト min_costよ り 小 さ い か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ ） 、 小 さ い 場 合 に は そ の 符 号 化
コ ス ト で 最 小 符 号 化 コ ス ト を 更 新 す る と と も に 、 そ の 際 の 仮 符 号 化 の 符 号 化 モ ー ド を best
_modeイ ン デ ッ ク ス と し て 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を best_Q_idxと し て 保 持
す る 。 さ ら に ｉ ｎ ｄ ｅ ｘ 値 の イ ン ク リ メ ン ト を 行 う 。 こ こ で 、 再 符 号 化 処 理 を 避 け る た め
に 、 ベ ス ト 符 号 化 モ ー ド で 符 号 化 さ れ た と き の 様 々 の 符 号 化 デ ー タ を 保 持 し て お く （ Ｓ ２
０ ９ ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ は 、 更 新 し た indexが MAX_INDEXよ り 大 き い か 否
か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ ） 。 こ こ で 、 indexが 大 き い 場 合 、 つ ま り 、 当 該 ス テ ッ
プ Ｓ ２ ０ ９ で 選 択 さ れ た マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で 選 択 可 能 な 符 号 化 モ ー ド 全 て の 処 理 が 終 わ っ
て い る 場 合 は 、 か か る 判 別 が 「 Ｙ Ｅ Ｓ 」 と な り 、 す べ て の 符 号 化 モ ー ド に つ い て 上 記 ス テ
ッ プ Ｓ ２ ０ ５ ～ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ ま で の 処 理 が 終 了 し た こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ こ で 、 か か る 判 別 が 「 Ｎ Ｏ 」 の 場 合 、 更 新 さ れ た indexで 示 さ れ る モ ー ド で 、 ス テ ッ
プ Ｓ ２ ０ ５ ～ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ ま で の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う に し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ の 判 別 が 「 Ｙ Ｅ Ｓ 」 と な っ た と き 、 そ の マ ク ロ ブ ロ
ッ ク で 選 択 可 能 な 符 号 化 モ ー ド の 中 で 符 号 化 コ ス ト の 最 も 小 さ い 符 号 化 モ ー ド が 決 定 し た
こ と を 意 味 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ の 判 別 が 「 Ｙ Ｅ Ｓ 」 の と き は 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル
イ ン デ ッ ク ス Q_idxを イ ン ク リ メ ン ト し 、 Ｑ Ｃ を 更 新 す る （ Ｓ ２ １ １ ） 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ は 、 更 新 し た Q_idxが MAX_Q_IDXよ り 大 き い か 否
か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ ） 。 こ こ で Q_idxが 大 き い 場 合 、 選 択 可 能 な 量 子 化 コ ー
ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス の 全 て に 関 し て 仮 符 号 化 処 理 が 終 わ っ た こ と を 意 味 す る 。 ま た 、
か か る 判 別 が Ｎ Ｏ の 場 合 、 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ か ら 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０
１ へ と 処 理 は 移 行 し 、 新 し い Q_idxで 仮 符 号 化 ル ー プ を 繰 り 返 す こ と に な る 。 こ こ で 符 号
化 モ ー ド I=best_modeに よ り 、 モ ー ド 判 定 は 再 度 繰 り 返 す こ と な く 最 初 の ル ー プ で 確 定 し
た best_modeで 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス の ル ー プ （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ か ら ス
テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ ま で ） を 回 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ で か か る 判 別 が Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 、 仮 符 号 化 ル ー プ を 終 了 し 、 best_mode
及 び best_Q_idxを 用 い て 、 再 量 子 化 及 び 可 変 長 符 号 化 部 １ １ ２ に て 再 符 号 化 が 行 わ れ る （
ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ４ ） 。 こ こ で 、 こ の と き の デ ー タ を 保 持 し て い る 場 合 は 再 符 号 化 の 必 要 は
無 い た め 、 そ の ま ま 符 号 化 デ ー タ は 多 重 化 部 １ ２ ２ へ と 出 力 さ れ 、 各 々 の 方 式 に 従 っ て 多
重 化 さ れ た 後 に 出 力 バ ッ フ ァ １ ２ ３ へ と 出 力 さ れ 、 ビ ッ ト ス ト リ ー ム デ ー タ と し て 出 力 さ
れ る （ Ｓ ２ １ ５ ） 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ こ で 、 画 素 ブ ロ ッ ク 毎 に 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル は 、 複 数 の 量 子 化 コ ー ド テ
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ー ブ ル か ら 適 切 な 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル が 選 択 さ れ 、 選 択 さ れ た コ ー ド テ ー ブ ル に 従 っ て
、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス に 変 換 さ れ て 符 号 化 さ れ る 。 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル
は 、 フ レ ー ム 内 の 複 数 画 素 ブ ロ ッ ク か ら 構 成 さ れ る 領 域 （ 以 下 、 ス ラ イ ス と 呼 ぶ ） 単 位 に
変 更 可 能 で あ り 、 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０ １ に よ り 、 ス ラ イ ス 毎 に 符 号 化 効 率 の 高 い 量 子
化 コ ー ド テ ー ブ ル の 選 択 が 行 わ れ る 。 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル の 情 報 は 、 量 子 化
コ ー ド テ ー ブ ル の イ ン デ ッ ク ス と し て 、 符 号 化 デ ー タ に 多 重 化 さ れ る 。 ま た 、 他 の 実 施 の
形 態 と し て 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ や 目 標 ビ ッ ト レ ー ト に 応 じ て 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル が 自
動 的 に 一 意 に 決 定 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。 例 え ば 量 子 化 パ ラ メ ー タ が 小 さ い 場 合 は 、 量
子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス が 小 さ い 値 が 選 択 さ れ 、 大 き い 場 合 は イ ン デ ッ ク ス が 大
き な 値 が 選 択 さ れ る 。 或 い は ビ ッ ト レ ー ト が 高 い 場 合 は 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ
ク ス が 大 き な 値 が 選 択 さ れ 、 低 い 場 合 は イ ン デ ッ ク ス が 小 さ な 値 が 選 択 さ れ る な ど で あ る
。 い ず れ の 場 合 で も 、 符 号 化 デ ー タ の 復 号 化 時 に お い て も 、 同 一 の 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル
が 選 択 さ れ て 、 対 応 す る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル に 変 換 さ れ 、 逆 量 子 化 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス 情 報 の 符 号 化 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に
本 実 施 の 形 態 で 用 い ら れ る シ ン タ ク ス の 構 造 の 概 略 を 示 す 。 シ ン タ ク ス は 主 に ３ つ の パ ー
ト か ら な り 、 High Level Syntax（ ４ ０ １ ） は ス ラ イ ス 以 上 の 上 位 レ イ ヤ の シ ン タ ク ス 情
報 が 詰 め 込 ま れ て い る 。 Slice Level Syntax（ ４ ０ ４ ） で は 、 ス ラ イ ス 毎 に 必 要 な 情 報 が
明 記 さ れ て お り 、 Macroblock Level Syntax（ ４ ０ ７ ） で は 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 必 要 と
さ れ る 可 変 長 符 号 化 さ れ た 誤 差 信 号 や モ ー ド 情 報 な ど が 明 記 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ れ ぞ れ は 、 さ ら に 詳 細 な シ ン タ ク ス で 構 成 さ れ て お り 、 High Level Syntax（ ４ ０ １
） で は 、 Sequence parameter set syntax（ ４ ０ ２ ） と Picture parameter set syntax（
４ ０ ３ ） な ど の シ ー ケ ン ス 、 ピ ク チ ャ レ ベ ル の シ ン タ ク ス か ら 構 成 さ れ て い る 。 Slice Le
vel Syntax（ ４ ０ ４ ） で は 、 Slice header syntax（ ４ ０ ５ ） 、 Slice data syntax（ ４ ０
６ ） な ど か ら 成 る 。 さ ら に 、 Macroblock Level Syntax（ ４ ０ ７ ） は 、 macroblock layer 
syntax（ ４ ０ ８ ） 、 macroblock prediction syntax（ ４ ０ ９ ） な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 で 、 必 要 と な る シ ン タ ク ス 情 報 は シ ー ケ ン ス ヘ ッ ダ （ ４ ０ ２ ） 、 ス ラ イ ス
ヘ ッ ダ （ ４ ０ ５ ） 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク ヘ ッ ダ （ ４ ０ ８ ） で あ り 、 そ れ ぞ れ の シ ン タ ク ス を 以
下 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ５ の シ ー ケ ン ス ヘ ッ ダ 内 に 示 さ れ る ex_quant_code_in_slice_flagは 、 量 子 化 コ ー ド
テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を ス ラ イ ス 毎 に 符 号 化 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ で あ り 、 こ の フ ラ
グ が １ の 場 合 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス は
ス ラ イ ス 毎 に 変 更 す る こ と が で き る 。 一 方 、 ex_quant_code_in_mb_flagは 、 量 子 化 コ ー ド
テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 符 号 化 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ で あ り 、 こ
の フ ラ グ が １ の 場 合 、 エ ン コ ー ダ は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク
ス を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ５ で 示 さ れ る ex_quant_code_in_slice_flagが １ の 場 合 、 図 ６ の ス ラ イ ス ヘ ッ ダ 内 で s
lice_ex_code_zero_flagが 符 号 化 さ れ る 。 こ の フ ラ グ は 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル
イ ン デ ッ ク ス が ０ で あ る こ と を 示 し て お り 、 こ の フ ラ グ が １ の と き 、 現 在 の ス ラ イ ス で は
従 来 の 量 子 化 が 選 択 さ れ て い る こ と を 示 す 。 つ ま り 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で 量 子 化 パ ラ メ ー
タ が 等 し い こ と を 示 す 。 こ の と き 、 rem_slice_ex_code_numは 符 号 化 さ れ な い 。 一 方 、 sli
ce_ex_code_zero_flagが １ で あ る と き 、 現 在 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク
ス QCは 以 下 の 式 （ １ ２ ） の 値 と し て 符 号 化 さ れ る 。
【 数 １ ３ 】
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 同 様 に 、 図 ５ で 示 さ れ る ex_quant_code_in_mb_flagが １ の 場 合 、 図 ７ の マ ク ロ ブ ロ ッ ク
ヘ ッ ダ 内 で mb_ex_code_zero_flagが 符 号 化 さ れ る 。 こ の フ ラ グ は 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド
テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス が ０ で あ る こ と を 示 し て お り 、 こ の フ ラ グ が １ の と き 、 現 在 の マ ク
ロ ブ ロ ッ ク で は 従 来 の 量 子 化 が 選 択 さ れ て い る こ と を 示 す 。 つ ま り 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で
量 子 化 パ ラ メ ー タ が 等 し い こ と を 示 す 。 こ の と き 、 rem_mb_ex_code_numは 符 号 化 さ れ な い
。 一 方 、 mb_ex_code_zero_flagが １ で あ る と き 、 現 在 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ
ン デ ッ ク ス QCは 以 下 の 式 （ １ ３ ） の 値 と し て 符 号 化 さ れ る 。
【 数 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ９ 】
こ の よ う な シ ン タ ク ス の 目 的 は 低 ビ ッ ト レ ー ト で 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス に
よ る 効 果 が 低 い と き に で き る だ け 符 号 量 を 削 減 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 一 方 、 シ ン タ ク ス に 関 す る 別 の 実 施 の 形 態 と し て 、 次 の シ ン タ ク ス が 考 え ら れ る 。 図 ８
に ス ラ イ ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 の 一 部 、 及 び 図 ９ に マ ク ロ ブ ロ ッ ク レ イ ヤ ー の デ ー タ 構 造
の 一 部 を 示 す 。 先 ほ ど と は 異 な り 、 ど ち ら も 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を そ の ま
ま 可 変 長 符 号 化 、 あ る い は 固 定 長 符 号 化 し 、 多 重 化 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 特 に フ レ ー ム 内 予 測 は 、 入 力 画 像 の 空 間 相 関 を 用 い て 予 測 を 行 う た め 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク
内 の 細 か い 領 域 で 係 数 の 分 布 が 大 き く 異 な る 傾 向 が 強 い 。 こ の よ う な 場 合 、 フ ラ ッ ト な 量
子 化 器 （ マ ク ロ ブ ロ ッ ク で 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 変 更 し な い ） は あ ま り 選 択 さ れ ず 、 様 々 な
量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を 用 い て 量 子 化 さ れ た 方 が 発 生 符 号 量 を 削 減 で き る 場
合 が 存 在 す る 。 つ ま り 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス の 発 生 頻 度 が 予 測 で き な い た
め 、 効 率 の 良 い シ ン タ ク ス を 構 成 し 難 い 。 よ っ て 図 ８ ， ９ の よ う な シ ン タ ク ス が 有 効 に な
る 場 合 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 複 数 の 選 択 可 能 な 符 号 化 モ ー ド の 各 々 に つ い て
、 実 際 に 仮 符 号 化 処 理 が な さ れ 、 符 号 化 モ ー ド ご と の 符 号 化 デ ー タ の 符 号 量 と 符 号 化 歪 み
か ら 得 ら れ た 符 号 化 コ ス ト の 最 も 小 さ い モ ー ド が 選 択 さ れ 、 選 択 さ れ た モ ー ド に 基 づ い て
、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル ル ー プ と し て 再 度 仮 符 号 化 処 理 を 行 い 、 符 号 化 コ ス ト が 最 も 小 さ
い 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス で 符 号 化 さ れ た 符 号 化 デ ー タ が 出 力 さ れ る 。 こ の よ
う に 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 用 い て マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 小 ブ ロ ッ ク 毎
に 制 御 し て 符 号 化 モ ー ド 選 択 を 行 っ て い る の で 、 予 測 ブ ロ ッ ク 形 状 及 び 予 測 方 法 に 応 じ て
符 号 化 効 率 の 高 い 符 号 化 を 行 う こ と が で き る 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 選 択 で き る 、 つ ま り 画 素
ブ ロ ッ ク の 内 容 等 に 応 じ て 好 適 な 量 子 化 を な す こ と が で き る 。 一 方 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の
量 子 化 パ ラ メ ー タ の 平 均 変 動 値 を 抑 え る こ と で 、 従 来 の モ ー ド 判 定 方 式 を そ の ま ま 利 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う に 、 各 符 号 化 モ ー ド す べ て に つ い て 負 担 の 大 き い 符 号 化 処 理 を 行 う 必 要 が な く
、 選 択 さ れ た 符 号 化 モ ー ド で の 符 号 化 の み 行 う よ う に す れ ば よ い の で 、 演 算 負 担 の 増 加 も
抑 制 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 高 速 か つ 好 適 な 符 号 化 モ ー ド 選 択
と 、 高 速 で 圧 縮 効 率 の 高 い 動 画 像 符 号 化 を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た よ う に 選 択 さ れ た モ ー ド で の 符 号 化 の 際 、 予 測 誤 差 信 号 の 量 子 化 さ れ た
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直 交 変 換 係 数 は 、 逆 直 交 変 換 及 び 逆 量 子 化 部 ２ ０ ６ に も 入 力 さ れ て 、 逆 量 子 化 及 び 逆 直 交
変 換 が 施 さ れ て 予 測 誤 差 信 号 を 再 生 し 、 予 測 復 号 部 ２ ０ ７ に よ り ロ ー カ ル デ コ ー ド 画 像 が
生 成 さ れ 、 参 照 画 像 メ モ リ ２ ０ ８ に 参 照 画 像 と し て 一 時 保 存 さ れ る 。 こ れ ら の ロ ー カ ル デ
コ ー ド 画 像 生 成 処 理 は 、 選 択 さ れ た モ ー ド に つ い て の み 行 え ば よ く 、 予 測 モ ー ド 判 定 の た
め の ル ー プ 内 で は 、 必 ず し も 実 行 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 他 の 例 に 係 る 動 画 像 符 号 化 方 法 を 説 明 す る 。 　
　 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス の 最 大 値 Q_MAX_IDXが 大 き い 値 の 場 合 、 特 に 低 ビ ッ
ト レ ー ト で は 、 符 号 化 す る シ ン タ ク ス の 符 号 量 が 無 視 で き な く な る 。 そ の た め 、 実 用 的 な
範 囲 と し て は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に シ ン タ ク ス を 送 る 場 合 で 、 ８ 通 り （ ３ ビ ッ ト ） 程 度 が 妥
当 で あ る 。 一 方 、 高 ビ ッ ト レ ー ト で は 、 効 果 の 高 い 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を
用 い て 符 号 化 効 率 を 向 上 さ せ る べ き で あ る 。 そ こ で 、 ベ ー ス と な る 量 子 化 パ ラ メ ー タ に 応
じ て 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 量 子 化 パ ラ メ ー タ QPの 値 は 、 符 号 化 制 御 部 １ ２ １ が 制 御 す る レ ー ト コ ン ト ロ ー ル に 従 っ
て 制 御 さ れ て い る 。 符 号 化 対 象 マ ク ロ ブ ロ ッ ク を 符 号 化 す る 際 に は 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ の
値 は 既 に 決 ま っ て お り 、 一 般 的 に エ ン コ ー ダ で は 量 子 化 パ ラ メ ー タ の 差 分 値 を 符 号 化 す る
。 よ っ て 、 仮 符 号 化 ル ー プ で は 、 与 え ら れ た 量 子 化 パ ラ メ ー タ QPの 値 に よ っ て 、 使 用 す る
量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 変 更 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ Ｑ Ｐ が あ る 値 Ｑ Ｐ Ｌ ｏ ｗ よ り 小 さ い と き に は Q_MAX_
IDXが 大 き い な テ ー ブ ル を 使 用 し 、 Ｑ Ｐ が Ｑ Ｐ Ｈ ｉ ｇ ｈ よ り 大 き い と き は Q_MAX_IDXが 小 さ
い テ ー ブ ル を 使 用 す る 。 ビ ッ ト レ ー ト に 応 じ て 選 択 さ れ や す い 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル が 存
在 す る た め 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ の 値 に よ っ て 使 用 す る テ ー ブ ル を 適 応 的 に 変 更 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 別 の 例 と し て は 、 Q_MAX_IDXの テ ー ブ ル を 用 意 し て お き 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ の 値 に
応 じ て 先 頭 か ら 指 定 し た ビ ッ ト の 許 す 範 囲 で 、 仮 符 号 化 ル ー プ を 行 う と い っ た 方 式 を 用 い
て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 １ ０ に ８ × ８ 画 素 ブ ロ ッ ク 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス の 一 例 を 示 す 。 レ ー ト
制 御 か ら 与 え ら れ る マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 量 子 化 パ ラ メ ー タ QPの 値 に 応 じ て 利 用 で き る イ ン デ
ッ ク ス が 変 更 さ れ る 。 例 え ば QPが ３ ２ よ り も 大 き い 場 合 に は 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ
ッ ク ス は ８ ま で （ rem_mb_ex_code_zero_flagが ３ ビ ッ ト ） 選 択 で き る 。 一 方 、 QPが ２ ０ －
３ ２ ま で の 範 囲 に あ る 場 合 は 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス は １ ６ ま で （ rem_mb_e
x_code_zero_flagが ４ ビ ッ ト ） 選 択 で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 即 ち 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 使 う ビ ッ ト の 量 を QPの 有 効 範 囲 に 応 じ て 使 え る ビ ッ ト 長 を 変
え る 。 量 子 化 パ ラ メ ー タ が 大 き い と き に は 荒 く 量 子 化 す る の で 、 符 号 化 デ ー タ が 小 さ く な
る 。 小 さ く な る と き に マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 大 き な ビ ッ ト 数 を 使 っ て し ま う と 、 全 体 的 に 符
号 量 を 小 さ く で き な く な る の で 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ の 範 囲 に 応 じ て 何 ビ ッ ト 使 う か を 決 め
る 。 こ の 決 め を エ ン コ ー ダ 、 デ コ ー ダ に 入 れ て お く と 、 使 う ビ ッ ト レ ー ト に 応 じ て 実 際 に
送 る シ ン タ ッ ク ス の ビ ッ ト 量 が 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の よ う に し て 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ QPに 応 じ て 選 択 で き る テ ー ブ ル を 切 り 替 え る こ と で
、 シ ン タ ク ス の オ ー バ ー ヘ ッ ド を 抑 え て 符 号 化 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 動 画 像 符 号 化 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 加 え て 、 画 素 ブ ロ ッ ク 毎 に 対 応 す る 量 子 化 マ ト
リ ク ス を 選 択 す る ス テ ッ プ が 加 わ っ て い る 。 即 ち 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 量 子 化 コ ー ド テ ー

10

20

30

40

50

(15) JP 2006-262004 A 2006.9.28



ブ ル の 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 表 す イ ン デ ッ ク ス を 決 め る だ け で は な く て 、 複 数 の 量 子 化 マ ト
リ ク ス を 選 択 的 に 切 り 替 え る こ と も 含 む 。 動 画 像 符 号 化 装 置 の 構 成 は 図 １ と 同 様 で あ る 。
第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 共 通 す る 構 成 要 素 に は そ の 説 明 を 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ １ に 本 実 施 の 形 態 に お け る 動 画 像 符 号 化 の 処 理 の 流 れ を 示 す 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ １
、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ２ は そ れ ぞ れ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ 、 Ｓ ２ ０ ２ と 等 し い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 符 号 化 制 御 部 １ ２ １ は 、 量 子 化 マ ト リ ク ス の テ ー ブ ル 番 号 を 示 す イ ン デ ッ ク ス WM_idxを
０ に 初 期 化 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ３ ） 。 さ ら に 各 変 数 の 初 期 化 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０
０ ４ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 仮 符 号 化 ル ー プ （ 図 １ に お け る 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０ １
→ 直 交 変 換 部 １ ０ ２ → 量 子 化 部 １ ０ ３ → ス イ ッ チ １ ０ ４ → 仮 符 号 化 及 び 符 号 量 計 測 部 １ ０
５ → 符 号 化 歪 み 測 定 部 １ ０ ６ → 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 １ ０ ７ の 順 序 で 流 れ る 処 理 ） を
繰 り 返 し て 、 そ れ ぞ れ 符 号 化 モ ー ド Ｉ 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス Ｑ Ｃ を 決 定 す
る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ５ ～ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ こ で 、 符 号 化 モ ー ド と 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を 決 定 す る ま で の 仮 符 号 化
ル ー プ で は 量 子 化 マ ト リ ク ス を 用 い な い フ ラ ッ ト な 量 子 化 及 び 逆 量 子 化 を 行 う 。 フ ラ ッ ト
な 量 子 化 と は 、 式 （ ７ ） で 示 さ れ る 量 子 化 マ ト リ ク ス の 全 成 分 が １ ６ で あ る よ う な 量 子 化
で あ る 。 Ｈ ． ２ ６ ４ で は 、 量 子 化 マ ト リ ク ス を 利 用 し な い 場 合 、 フ ラ ッ ト な 量 子 化 が 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ３ の 判 定 で Ｙ Ｅ Ｓ が 選 択 さ れ る と 、 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０ １ は 、 WM
_idxを イ ン ク リ メ ン ト し て 符 号 化 制 御 部 １ ２ １ に セ ッ ト す る 。 こ こ で 、 WM_idxが ２ に 等 し
い か ど う か を 判 別 す る 。 か か る 判 別 が Ｎ Ｏ で あ る 場 合 、 符 号 化 モ ー ド を 更 新 し （ ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ １ ４ ） 、 更 新 さ れ た 量 子 化 マ ト リ ク ス イ ン デ ッ ク ス で 、 さ ら に 仮 符 号 化 が 行 わ れ る
。 こ こ で 、 仮 符 号 化 に よ っ て 得 ら れ た 符 号 化 コ ス ト costが 、 min_costよ り も 小 さ い 場 合 は
、 best_WM_idxを 更 新 し 、 仮 符 号 化 結 果 を 保 存 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 か か る 判 別 が Ｙ Ｅ Ｓ の 場 合 、 仮 符 号 化 ル ー プ を 終 了 し 、 仮 符 号 化 ル ー プ に て 決 定 さ れ た
諸 々 の パ ラ メ ー タ で 再 符 号 化 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ６ ） 。 こ こ で 、 仮 符 号 化 時 の デ ー
タ を 保 持 し て い る 場 合 は 再 符 号 化 の 必 要 は 無 い た め 、 そ の ま ま 符 号 化 デ ー タ は 多 重 化 部 １
２ ２ へ と 出 力 さ れ 、 各 々 の 方 式 に 従 っ て 多 重 化 さ れ た 後 に 出 力 バ ッ フ ァ １ ２ ３ へ と 出 力 さ
れ 、 ビ ッ ト ス ト リ ー ム デ ー タ と し て 出 力 さ れ る （ Ｓ ２ １ ５ ） 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 WM_idxは 次 の よ う な イ ン デ ッ ク ス の 値 と す る 。 WM_idxが ０ の と き は
フ ラ ッ ト な 量 子 化 を 行 う 。 一 方 、 WM_idxが １ の と き は 、 対 象 と す る マ ク ロ ブ ロ ッ ク に 対 し
て Ｈ ． ２ ６ ４ で 規 定 さ れ て い る 量 子 化 マ ト リ ク ス を 適 用 す る 。 例 え ば 、 デ フ ォ ル ト マ ト リ
ク ス を 用 い た 場 合 に は 、 本 方 式 に よ る と マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 、 デ フ ォ ル ト マ ト リ ク ス と フ
ラ ッ ト な マ ト リ ク ス を 任 意 に 選 択 で き る よ う に な る 。 Ｈ ． ２ ６ ４ の ４ × ４ 画 素 ブ ロ ッ ク に
お け る デ フ ォ ル ト マ ト リ ク ス と フ ラ ッ ト な マ ト リ ク ス （ 量 子 化 マ ト リ ク ス を 用 い な い 場 合
に 対 応 ） を 式 （ １ ４ ） に 示 す 。
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【 数 １ ５ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ １ 】
　 次 に 量 子 化 マ ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク ス の 符 号 化 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ２ に シ ー ケ
ン ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 の 一 部 、 図 １ ３ に ス ラ イ ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 の 一 部 、 図 １ ４ に
マ ク ロ ブ ロ ッ ク ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 の 一 部 を 示 す 。 こ れ ら は 、 図 ４ の シ ン タ ク ス 構 造 と 同
様 に 定 義 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 １ ２ で 示 さ れ る ex_quant_matrix_in_slice_flagは ス ラ イ ス 毎 に 量 子 化 マ ト リ ク ス の
イ ン デ ッ ク ス を 符 号 化 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ で あ り 、 ex_quant_matrix_in_mb_flagは
マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 量 子 化 マ ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク ス を 符 号 化 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ
で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 slice_ex_matrix_flagは 、 そ の ス ラ イ ス で 量 子 化 マ ト リ ク ス を 使 う か ど う か を 示 す フ ラ
グ で あ り 、 slice_ex_matrix_flagが １ の と き は 対 応 す る 量 子 化 マ ト リ ク ス を 使 用 す る 。 こ
の 場 合 、 量 子 化 マ ト リ ク ス を 送 っ て も 良 い し 、 Ｈ ． ２ ６ ４  Ｈ ｉ ｇ ｈ プ ロ フ ァ イ ル に あ る
よ う な デ フ ォ ル ト マ ト リ ク ス を 使 用 し て も よ い 。 ０ の と き は 、 そ の ス ラ イ ス 内 で は 、 量 子
化 マ ト リ ク ス を 使 用 し な い こ と を 意 味 す る 。 同 様 に 、 mb_ex_matrix_flagは 対 応 す る マ ク
ロ ブ ロ ッ ク で 量 子 化 マ ト リ ク ス を 使 用 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ で あ り 、 １ の と き は 量 子
化 マ ト リ ク ス を 用 い て 量 子 化 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 尚 、 図 １ ２ 、 １ ３ で 示 さ れ る よ う な １ ビ ッ ト で 示 さ れ る フ ラ グ で は な く 、 対 応 す る 量 子
化 マ ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク ス を そ の ま ま 送 っ て 、 複 数 の 量 子 化 マ ト リ ク ス を 用 い て 量 子 化
・ 逆 量 子 化 し て も よ い 。 こ の と き 、 符 号 化 器 な ら び に 復 号 化 器 で は 、 そ れ ぞ れ の 量 子 化 マ
ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク ス に 対 応 す る 量 子 化 マ ト リ ク ス テ ー ブ ル を 所 持 し て い る （ ま た は 量
子 化 マ ト リ ク ス を 符 号 化 デ ー タ に 多 重 化 し て 送 る ） 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 フ レ ー ム 間 符 号 化 に 比 べ て 、 フ レ ー ム 内 符 号 化 は 量 子 化 に 関 係 す る パ ラ メ ー タ （ 量 子 化
パ ラ メ ー タ 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 、 量 子 化 マ ト リ ク ス 、 量 子 化 オ フ セ ッ ト な ど ） を 細 か
く 制 御 す る こ と で 、 符 号 化 効 率 の 改 善 が 期 待 で き る 。 そ こ で 、 上 述 し た 符 号 化 方 式 を フ レ
ー ム 内 符 号 化 領 域 に だ け 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 図 １ に お い て 、 フ レ ー ム
間 符 号 化 情 報 を 符 号 化 制 御 部 １ ２ １ か ら 得 た と き に は 、 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 １ ０ １ は 、 量
子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス 及 び 量 子 化 マ ト リ ク ス イ ン デ ッ ク ス を そ れ ぞ れ ０ に セ ッ
ト す る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ で は 常 に Ｙ Ｅ Ｓ を 選 択 す る 。 同 様 に ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １
５ も 常 に Ｙ Ｅ Ｓ を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 つ ま り 、 フ レ ー ム 間 符 号 化 ブ ロ ッ ク で は 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス ル ー プ 及
び 量 子 化 マ ト リ ク ス イ ン デ ッ ク ス ル ー プ を 実 行 し な い 。 ま た 、 そ れ ぞ れ イ ン デ ッ ク ス ０ し
か 選 択 し え な い の で 、 シ ン タ ク ス も 送 る 必 要 は 無 い 。 こ の よ う に し て 、 効 果 の 高 い フ レ ー
ム 内 符 号 化 領 域 の み に そ れ ぞ れ の 量 子 化 に 関 す る パ ラ メ ー タ を 用 い て 符 号 化 を 行 い 、 フ レ
ー ム 間 符 号 化 領 域 に は 適 用 し な い こ と で 、 処 理 負 担 の 改 善 が で き 、 符 号 化 効 率 を 向 上 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 複 数 の 選 択 可 能 な 符 号 化 モ ー ド の 各 々 に つ い て
、 実 際 に 仮 符 号 化 処 理 が な さ れ 、 モ ー ド ご と の 符 号 化 デ ー タ の 符 号 量 と 符 号 化 歪 み か ら 得
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ら れ た 符 号 化 コ ス ト の 最 も 小 さ い モ ー ド が 選 択 さ れ る 。 選 択 さ れ た モ ー ド に 基 づ い て 、 量
子 化 コ ー ド テ ー ブ ル ル ー プ と し て 再 度 仮 符 号 化 処 理 を 行 い 、 符 号 化 コ ス ト が 最 も 小 さ い 量
子 化 コ ー ド テ ー ブ ル が 選 択 さ れ る 。 選 択 さ れ た 符 号 化 モ ー ド と 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル に 基
づ い て 、 量 子 化 マ ト リ ク ス ル ー プ と し て 再 度 仮 符 号 化 処 理 を 行 い 、 符 号 化 コ ス ト が も っ と
も 小 さ い 量 子 化 マ ト リ ク ス イ ン デ ッ ク ス が 決 定 さ れ る 。 こ れ ら の 量 子 化 に 関 す る パ ラ メ ー
タ を 用 い て 、 再 符 号 化 が 行 わ れ 、 符 号 化 デ ー タ が 出 力 さ れ る 。 こ の よ う に 量 子 化 コ ー ド テ
ー ブ ル を 用 い て マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 の 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 小 ブ ロ ッ ク 毎 に 制 御 し て モ ー ド 選
択 を 行 い 、 さ ら に 量 子 化 マ ト リ ク ス を マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 適 応 的 に 切 り 替 え て 符 号 化 を 行
っ て い る の で 、 予 測 ブ ロ ッ ク 形 状 及 び 予 測 方 法 に 応 じ て 符 号 化 効 率 の 高 い 符 号 化 を 行 う こ
と が で き る 、 つ ま り 画 素 ブ ロ ッ ク の 内 容 等 に 応 じ て 好 適 な 量 子 化 を な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 １ ５ に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 動 画 像 復 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 示 す 。 動 画 像 符 号 化 装
置 １ ０ ０ か ら 送 出 さ れ 、 伝 送 系 ま た は 蓄 積 系 を 経 て 送 ら れ て き た 符 号 化 デ ー タ は 、 入 力 バ
ッ フ ァ ３ ０ １ に 一 度 蓄 え ら れ 、 多 重 化 分 離 器 ３ ０ ２ に よ り １ フ レ ー ム 毎 に シ ン タ ク ス に 基
づ い て 分 離 さ れ た 後 、 可 変 長 復 号 化 器 ３ ０ ３ に 入 力 さ れ る 。 可 変 長 復 号 化 器 ３ ０ ３ で は 、
符 号 化 デ ー タ の 各 シ ン タ ク ス の 可 変 長 符 号 が 復 号 さ れ 、 量 子 化 変 換 係 数 、 量 子 化 マ ト リ ク
ス 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 情 報 、 モ ー ド 情 報 、 動 き ベ ク ト ル 情 報 な ど
が 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 量 子 化 変 換 係 数 は 、 再 生 さ れ た 各 情 報 の う ち 、 量 子 化 マ ト リ ク ス 、 量 子 化 パ ラ メ ー タ 、
量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 情 報 を 用 い て 、 逆 量 子 化 器 ３ ０ ４ で 逆 量 子 化 さ れ 、 逆 直 交 変 換 器 ３
０ ５ で 逆 直 交 変 換 さ れ る 。 こ こ で モ ー ド 情 報 が イ ン ト ラ 符 号 化 モ ー ド を 示 し て い る 場 合 に
は 、 逆 直 交 変 換 器 ３ ０ ５ か ら 再 生 画 像 信 号 が 出 力 さ れ 、 加 算 器 ３ ０ ６ を 介 し て 最 終 的 な 再
生 画 像 信 号 ３ １ ０ と し て 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 モ ー ド 情 報 が イ ン タ ー 符 号 化 モ ー ド を 示 し て い る 場 合 に は 、 逆 直 交 変 換 器 ３ ０ ５ か ら 予
測 誤 差 信 号 が 出 力 さ れ 、 さ ら に モ ー ド 選 択 ス イ ッ チ ３ ０ ９ が オ ン と さ れ る 。 予 測 誤 差 信 号
と フ レ ー ム メ モ リ ／ 予 測 画 像 生 成 器 ３ ０ ８ か ら 出 力 さ れ る 予 測 画 像 信 号 ２ １ ２ が 加 算 器 １
０ ６ で 加 算 さ れ る こ と に よ り 、 再 生 画 像 信 号 ３ １ ０ が 出 力 さ れ る 。 再 生 画 像 信 号 ３ １ ０ は
、 フ レ ー ム メ モ リ ／ 予 測 画 像 作 成 器 ３ ０ ８ に 参 照 画 像 信 号 と し て 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 モ ー ド 情 報 、 動 き ベ ク ト ル 情 報 は 、 フ レ ー ム メ モ リ ／ 予 測 画 像 作 成 器 ３ ０ ８ に 入 力 さ れ
る 。 モ ー ド 情 報 は モ ー ド 選 択 ス イ ッ チ ３ ０ ９ に も 入 力 さ れ 、 該 ス イ ッ チ ３ ０ ９ を イ ン ト ラ
符 号 化 モ ー ド の 場 合 に は オ フ 、 イ ン タ ー 符 号 化 モ ー ド の 場 合 に は オ ン と す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 可 変 長 復 号 化 部 ３ ０ ３ は 、 多 重 化 分 離 さ れ た デ ー タ か ら 各 々 の 方 式 に 従 っ て 可 変 長 復 号
を 行 い 、 そ れ ぞ れ 復 号 化 に 必 要 な 情 報 を セ ッ ト す る 。 本 実 施 の 形 態 で 送 ら れ て く る シ ン タ
ク ス の 概 要 は 図 ４ で 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 シ ン タ ク ス は 主 に ３ つ の パ ー ト か ら な り 、 High Level Syntax（ ４ ０ １ ） は ス ラ イ ス 以
上 の 上 位 レ イ ヤ の シ ン タ ク ス 情 報 が 詰 め 込 ま れ て い る 。 Slice Level Syntax（ ４ ０ ４ ） で
は 、 ス ラ イ ス 毎 に 必 要 な 情 報 が 明 記 さ れ て お り 、 Macroblock Level Syntax（ ４ ０ ７ ） で
は 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 必 要 と さ れ る 誤 差 信 号 や モ ー ド 情 報 な ど が 明 記 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 そ れ ぞ れ は 、 さ ら に 詳 細 な シ ン タ ク ス で 構 成 さ れ て お り 、 High Level Syntax（ ４ ０ １
） で は 、 Sequence parameter set syntax（ ４ ０ ２ ） と Picture parameter set syntax（
４ ０ ３ ） な ど の シ ー ケ ン ス 、 ピ ク チ ャ レ ベ ル の シ ン タ ク ス か ら 構 成 さ れ て い る 。 Slice Le
vel Syntax（ ４ ０ ４ ） で は 、 Slice header syntax（ ４ ０ ５ ） 、 Slice data syntax（ ４ ０
６ ） な ど か ら 成 る 。 さ ら に 、 Macroblock Level Syntax（ ４ ０ ７ ） は 、 macroblock layer 
syntax（ ４ ０ ８ ） 、 macroblock prediction syntax（ ４ ０ ９ ） な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ １ ０ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 で 、 必 要 と な る シ ン タ ク ス 情 報 は シ ー ケ ン ス ヘ ッ ダ （ ４ ０ ２ ） 、 ス ラ イ ス
ヘ ッ ダ （ ４ ０ ５ ） 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク ヘ ッ ダ （ ４ ０ ８ ） で あ り 、 そ れ ぞ れ の シ ン タ ク ス を 以
下 で 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 ５ の シ ー ケ ン ス ヘ ッ ダ 内 に 示 さ れ る ex_quant_code_in_slice_flagは 、 量 子 化 コ ー ド
テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を ス ラ イ ス 毎 に 復 号 化 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ で あ り 、 こ の フ ラ
グ が １ の 場 合 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス は ス ラ イ ス 毎 に 変 更 さ れ て 復 号 化 さ れ
る 。 一 方 、 ex_quant_code_in_mb_flagは 、 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス 量 子 化 コ ー
ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 復 号 化 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ で あ り 、
こ の フ ラ グ が １ の 場 合 、 エ ン コ ー ダ は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ
ク ス 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を 変 更 し て 復 号 化 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ５ で 示 さ れ る ex_quant_code_in_slice_flagが １ の 場 合 、 図 ６ の ス ラ イ ス ヘ ッ ダ 内 で s
lice_ex_code_zero_flagが 復 号 化 さ れ る 。 こ の フ ラ グ は 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル
イ ン デ ッ ク ス が ０ で あ る こ と を 示 し て お り 、 こ の フ ラ グ が １ の と き 、 現 在 の ス ラ イ ス で は
従 来 の 逆 量 子 化 が 選 択 さ れ て い る こ と を 示 す 。 つ ま り 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 で 量 子 化 パ ラ メ
ー タ が 等 し い こ と を 示 す 。 こ の と き 、 rem_slice_ex_code_numは 符 号 化 さ れ な い 。 一 方 、 s
lice_ex_code_zero_flagが １ で あ る と き 、 現 在 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ
ク ス QCは 次 式 （ １ ５ ） の 値 と し て 復 号 化 さ れ る 。
【 数 １ ６ 】
　
　
【 ０ １ ０ ８ 】
　 同 様 に 、 図 ５ で 示 さ れ る ex_quant_code_in_mb_flagが １ の 場 合 、 図 ７ の マ ク ロ ブ ロ ッ ク
ヘ ッ ダ 内 で mb_ex_code_zero_flagが 復 号 化 さ れ る 。 こ の フ ラ グ は 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド
テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス が ０ で あ る こ と を 示 し て お り 、 こ の フ ラ グ が １ の と き 、 現 在 の マ ク
ロ ブ ロ ッ ク で は 従 来 の 逆 量 子 化 が 選 択 さ れ て い る こ と を 示 す 。 つ ま り 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内
で 量 子 化 パ ラ メ ー タ が 等 し い こ と を 示 す 。 こ の と き 、 rem_mb_ex_code_numは 符 号 化 さ れ な
い 。 一 方 、 mb_ex_code_zero_flagが １ で あ る と き 、 現 在 選 択 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル
イ ン デ ッ ク ス QCは 次 式 （ １ ６ ） の 値 と し て 復 号 化 さ れ る 。
【 数 １ ７ 】
　
　
【 ０ １ ０ ９ 】
シ ー ケ ン ス ヘ ッ ダ 、 ス ラ イ ス ヘ ッ ダ 、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク ヘ ッ ダ な ど か ら 得 ら れ た 情 報 は 、 復
号 化 制 御 部 ３ １ ０ に 設 定 さ れ 、 以 後 の 信 号 処 理 部 で 利 用 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 一 方 、 シ ン タ ク ス に 関 す る 別 の 実 施 の 形 態 と し て 、 次 の シ ン タ ク ス が 考 え ら れ る 。 図 ８
に ス ラ イ ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 の 一 部 、 及 び 図 ９ に マ ク ロ ブ ロ ッ ク レ イ ヤ ー の デ ー タ 構 造
の 一 部 を 示 す 。 先 ほ ど と は 異 な り 、 ど ち ら も 多 重 化 分 離 部 ３ ０ ２ で 分 離 さ れ た 量 子 化 コ ー
ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス を そ の ま ま 可 変 長 復 号 化 、 あ る い は 固 定 長 復 号 化 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 逆 量 子 化 部 ３ ０ ４ で は 、 可 変 長 復 号 さ れ た 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル 情 報 を 用 い て 現 在 の マ
ク ロ ブ ロ ッ ク の 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス か ら 呼 び 出 し
、 対 応 す る 画 素 ブ ロ ッ ク 毎 に 小 画 素 ブ ロ ッ ク の 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 設 定 し て 、 式 （ ３ ） で
示 さ れ る よ う な 逆 量 子 化 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の 逆 量 子 化 の 詳 細 な 説 明 は 以 下 の よ う に な る 。 可 変 長 復 号 化 部 ３ ０ ３ で 復 号 化 さ れ た
量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル を 示 す イ ン デ ッ ク ス Ｑ Ｃ を 用 い て 、 式 （ ９ ） と 同 じ 次 式 （ １ ７ ） に
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よ り 量 子 化 パ ラ メ ー タ が 算 出 さ れ る 。
【 数 １ ８ 】
　
　
【 ０ １ １ ３ 】
Ｑ Ｐ b l k は 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス Ｑ Ｃ か ら 導 出 さ れ た 小 画 素 ブ ロ ッ ク 量 子 化
パ ラ メ ー タ を 表 し て お り 、 Ｑ Ｐ は マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 示 す 。 Ｑ Ｐ の 値 は
、 マ ク ロ ブ ロ ッ ク ヘ ッ ダ か ら 可 変 長 復 号 さ れ て 得 る こ と が で き る 。 Ｑ Ｖ （ Ｑ Ｃ ， blk） は
量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス Ｑ Ｃ 、 ブ ロ ッ ク ナ ン バ ー blkで 示 さ れ る 量 子 化 コ ー ド
を 示 し て い る 。 こ れ ら の 処 理 は 、 ８ × ８ ブ ロ ッ ク 単 位 で 行 っ て も 良 い し ４ × ４ ブ ロ ッ ク 単
位 で 行 っ て も 良 い 。 例 え ば 、 ８ × ８ ブ ロ ッ ク 単 位 の 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル は 式 （ １ ０ ） と
同 じ 次 式 （ １ ８ ） に よ り 定 義 さ れ る 。
【 数 １ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ４ 】
例 え ば － １ は マ ク ロ ブ ロ ッ ク の 量 子 化 パ ラ メ ー タ を － 1し て 、 対 象 と す る ８ × ８ ブ ロ ッ ク
の 逆 量 子 化 を 行 う こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 マ ク ロ ブ ロ ッ ク 内 に は ４ つ の ８ × ８ ブ ロ ッ ク が 存 在 す る 。 よ っ て blkは ０ か ら ３ ま で の
値 を 取 る 。
【 数 ２ ０ 】
　
　
　
　
【 ０ １ １ ６ 】
　 そ れ ぞ れ の 位 置 に 対 応 す る パ ラ メ ー タ 変 化 度 を 用 い て 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 変 更 す る 。 ８
× ８ 画 素 単 位 で 量 子 化 パ ラ メ ー タ を 変 え る 場 合 、 ４ × ４ 画 素 ブ ロ ッ ク 量 子 化 器 で は 、 図 ３
左 側 に 示 す よ う に ４ つ の ブ ロ ッ ク で 同 じ 量 子 化 パ ラ メ ー タ で 逆 量 子 化 が 行 わ れ る 。 一 方 、
８ × ８ 画 素 ブ ロ ッ ク 量 子 化 器 の 場 合 は 図 ３ 右 側 に 示 す よ う に ブ ロ ッ ク 毎 に 量 子 化 パ ラ メ ー
タ を 変 更 す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 次 に 量 子 化 マ ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク ス の 復 号 化 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ２ に シ ー ケ
ン ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 の 一 部 、 図 １ ３ に ス ラ イ ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 の 一 部 、 図 １ ４ に
マ ク ロ ブ ロ ッ ク ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 の 一 部 を 示 す 。 こ れ ら は 、 図 ４ の シ ン タ ク ス 構 造 と 同
様 に 定 義 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 図 １ ２ で 示 さ れ る ex_quant_matrix_in_slice_flagは ス ラ イ ス 毎 に 量 子 化 マ ト リ ク ス の
イ ン デ ッ ク ス を 復 号 化 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ で あ り 、 ex_quant_matrix_in_mb_flagは

10

20

30

40

50

(20) JP 2006-262004 A 2006.9.28



マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 量 子 化 マ ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク ス を 復 号 化 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ
で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 slice_ex_matrix_flagは 、 そ の ス ラ イ ス で 量 子 化 マ ト リ ク ス を 使 う か ど う か を 示 す フ ラ
グ で あ り 、 slice_ex_matrix_flagが １ の と き は 対 応 す る 量 子 化 マ ト リ ク ス を 使 用 す る 。 こ
の 場 合 、 量 子 化 マ ト リ ク ス を 受 け 取 っ て も 良 い し 、 Ｈ ． ２ ６ ４  Ｈ ｉ ｇ ｈ プ ロ フ ァ イ ル に
あ る よ う な デ フ ォ ル ト マ ト リ ク ス を 使 用 す る よ う に 取 り 決 め て お い て も 良 い 。 slice_ex_m
atrix_flagが ０ の と き は 、 そ の ス ラ イ ス 内 で は 、 逆 量 子 化 時 に 量 子 化 マ ト リ ク ス を 使 用 し
な い こ と を 意 味 す る 。 同 様 に 、 mb_ex_matrix_flagは 対 応 す る マ ク ロ ブ ロ ッ ク で 量 子 化 マ
ト リ ク ス を 使 用 す る か ど う か を 示 す フ ラ グ で あ り 、 １ の と き は 量 子 化 マ ト リ ク ス を 用 い て
逆 量 子 化 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 尚 、 図 １ ２ 、 １ ３ で 示 さ れ る よ う な １ ビ ッ ト で 示 さ れ る フ ラ グ で は な く 、 対 応 す る 量 子
化 マ ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク ス を そ の ま ま 受 け 取 っ て 、 複 数 の 量 子 化 マ ト リ ク ス を 用 い て 逆
量 子 化 し て も よ い 。 こ の と き 、 復 号 化 器 で は 、 そ れ ぞ れ の 量 子 化 マ ト リ ク ス の イ ン デ ッ ク
ス に 対 応 す る 量 子 化 マ ト リ ク ス テ ー ブ ル を 所 持 し て い る （ ま た は 量 子 化 マ ト リ ク ス を 符 号
化 デ ー タ か ら 復 号 化 す る ） 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 実 際 に 逆 量 子 化 時 に ど の よ う に 量 子 化 マ ト リ ク ス を 切 り 替 え る の か に つ い て 以 下 に 詳 細
に 説 明 す る 。 ス ラ イ ス ヘ ッ ダ の slice_ex_matrix_flag或 い は マ ク ロ ブ ロ ッ ク ヘ ッ ダ の mb_e
x_matrix_flagが ０ で あ る と き 、 対 応 す る ス ラ イ ス 或 い は マ ク ロ ブ ロ ッ ク で は 、 量 子 化 マ
ト リ ク ス を 使 用 し な い （ つ ま り 、 フ ラ ッ ト な 逆 量 子 化 が 行 わ れ る ） 。 一 方 、 ス ラ イ ス ヘ ッ
ダ の slice_ex_matrix_flag或 い は マ ク ロ ブ ロ ッ ク ヘ ッ ダ の mb_ex_matrix_flagが １ で あ る
と き 、 対 応 す る ス ラ イ ス 或 い は マ ク ロ ブ ロ ッ ク で は 、 送 ら れ て き た 量 子 化 マ ト リ ク ス 、 或
い は デ フ ォ ル ト マ ト リ ク ス を 用 い て 逆 量 子 化 が 行 わ れ る 。 例 え ば 、 デ フ ォ ル ト マ ト リ ク ス
を 用 い た 場 合 に は 、 本 方 式 に よ る と ス ラ イ ス 又 は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 、 デ フ ォ ル ト マ ト リ
ク ス と フ ラ ッ ト な マ ト リ ク ス を 選 択 す る 。 Ｈ ． ２ ６ ４ の ４ × ４ 画 素 ブ ロ ッ ク に お け る デ フ
ォ ル ト マ ト リ ク ス と フ ラ ッ ト な マ ト リ ク ス （ 量 子 化 マ ト リ ク ス を 用 い な い 場 合 に 対 応 ） を
式 （ １ ９ ） に 示 す 。
【 数 ２ １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 本 方 式 を 用 い る と 、 式 （ ３ ） の 逆 量 子 化 を 行 な う 場 合 に 、 式 （ ４ ） の 量 子 化
マ ト リ ク ス が 、 ス ラ イ ス 毎 或 い は マ ク ロ ブ ロ ッ ク 毎 に 変 更 で き る た め 、 主 観 画 質 を 考 慮 し
た 逆 量 子 化 が 可 能 と な る 。 こ の よ う に 、 逆 量 子 化 部 ３ ０ ４ で は 、 動 画 像 符 号 化 装 置 で 行 わ
れ る 量 子 化 と 同 様 の 方 式 を 用 い て 逆 量 子 化 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 動 画 像 符 号 化 を 例 に と り 説 明 し た が 、 静 止 画 像 符 号 化 に も 本
発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 従 う 画 像 符 号 化 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 同 画 像 符 号 化 装 置 に よ る 動 画 像 符 号 化 方 法 の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 わ る 量 子 化 ・ 逆 量 子 化 の 方 法 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 わ る シ ン タ ク ス 構 造 の 概 略 を 示 す 図 。
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【 図 ５ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 わ る シ ー ケ ン ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 わ る ス ラ イ ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 わ る マ ク ロ ブ ロ ッ ク レ イ ヤ ー の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 わ る ス ラ イ ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 わ る マ ク ロ ブ ロ ッ ク レ イ ヤ ー の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 わ る 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ ル イ ン デ ッ ク ス 量 子 化 コ ー ド テ ー ブ
ル イ ン デ ッ ク ス を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 従 う 画 像 符 号 化 方 法 の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ２ 】 同 実 施 の 形 態 に 従 う シ ー ケ ン ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ 】 同 実 施 の 形 態 に 従 う ス ラ イ ス ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ 】 同 実 施 の 形 態 に 従 う マ ク ロ ブ ロ ッ ク ヘ ッ ダ の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 従 う 画 像 復 号 化 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ５ 】
　 １ ０ ０ ・ ・ ・ 動 画 像 符 号 化 装 置 、 １ ０ １ ・ ・ ・ 量 子 化 セ ッ ト 選 択 部 、 １ ０ ２ ・ ・ ・ 直 交
変 換 部 、 １ ０ ３ ・ ・ ・ 量 子 化 部 、 １ ０ ４ ・ ・ ・ ス イ ッ チ 、 １ ０ ５ ・ ・ ・ 仮 符 号 化 及 び 符 号
量 測 定 部 、 １ ０ ６ ・ ・ ・ 符 号 化 歪 み 測 定 部 、 １ ０ ７ ・ ・ ・ 符 号 化 モ ー ド 制 御 ・ 判 定 部 、 １
０ ８ ・ ・ ・ 逆 量 子 化 部 、 １ ０ ９ ・ ・ ・ 逆 直 交 変 換 部 。 １ １ ０ ・ ・ ・ 予 測 復 号 化 部 、 １ １ １
・ ・ ・ 参 照 画 像 メ モ リ 、 １ １ ２ ・ ・ ・ 可 変 長 符 号 化 部 、 １ ２ ０ ・ ・ ・ 予 測 信 号 生 成 部 、 １
２ １ ・ ・ ・ 符 号 化 制 御 部 、 １ ２ ２ ・ ・ ・ 多 重 化 部 、 １ ２ ３ ・ ・ ・ 出 力 バ ッ フ ァ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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